
産
業
報
国
運
動
の
展
開
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－
戦
時
生
活
統
制
と
国
家
社
会
主
義
i

及
　
川
　
英
　
二
　
郎

【
要
約
】
　
日
中
戦
争
が
長
期
化
す
る
な
か
で
、
産
業
報
国
運
動
（
産
報
運
動
）
は
政
府
主
導
の
も
と
に
再
編
さ
れ
、
そ
の
過
程
で
、
そ
れ
ま
で
許
容
さ
れ

て
い
た
労
働
組
合
の
存
在
は
否
定
さ
れ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
「
生
活
糊
新
運
動
」
と
「
福
利
厚
生
運
動
偏
を
軸
に
し
た
、
国
家
に
よ
る
戦
晴
生
活
統
制

の
全
面
化
が
あ
っ
た
。

　
生
活
統
制
の
金
船
化
は
、
門
職
場
」
と
「
家
庭
」
の
分
業
を
前
提
と
し
た
近
代
資
本
主
義
社
会
の
原
則
に
抵
触
す
る
。
そ
の
た
め
、
産
報
運
動
を
め
ぐ

っ
て
は
、
「
職
場
」
と
「
家
庭
」
を
国
家
の
も
と
に
一
体
化
し
よ
う
と
す
る
「
国
家
社
会
主
義
的
な
労
資
一
体
浅
田
と
、
両
者
の
自
律
性
に
あ
く
ま
で
も

こ
だ
わ
る
「
自
由
主
義
約
な
労
資
一
体
論
」
と
の
対
立
が
顕
在
化
し
た
。
こ
の
対
立
は
、
商
界
・
財
界
・
労
働
界
に
反
映
さ
れ
、
電
報
運
動
は
階
級
縦
断

的
な
対
抗
関
係
を
軸
に
展
開
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
中
で
、
運
動
の
主
流
を
構
成
し
た
の
は
、
前
者
、
す
な
わ
ち
「
革
新
官
僚
」
と
連
携
し
た
「
財
界
修
正

派
」
と
、
労
働
界
か
ら
潔
報
に
加
わ
っ
た
旧
全
労
系
の
「
国
家
社
会
主
義
派
」
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
国
家
に
よ
る
生
活
統
制
が
破
綻
す
る
に
と
も
な

い
運
動
は
停
滞
し
、
企
業
論
理
が
優
先
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
産
報
主
流
派
は
崩
壊
す
る
。
事
態
は
、
戦
後
へ
む
け
て
、
再
び
流
動
的
な
局
面
を
む
か
え

る
こ
と
に
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
八
二
巻
〔
号
　
…
九
九
九
年
…
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
一
九
三
八
年
七
月
、
産
業
報
国
中
央
連
盟
の
設
立
を
も
っ
て
始
動
す
る
産
気
運
動
（
初
期
産
報
）
は
、
日
中
戦
争
が
長
期
化
し
、
経
済
統
制

が
国
民
生
活
全
般
に
お
よ
ぶ
な
か
で
、
翌
年
四
月
に
は
政
府
主
導
の
も
と
に
再
編
さ
れ
（
再
編
産
報
）
、
一
九
四
〇
年
＝
月
、
「
勤
労
新
体
制
」
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の
確
立
を
標
榜
す
る
大
日
本
産
業
報
国
会
が
結
成
さ
れ
る
。
こ
の
過
程
で
、
産
報
運
動
は
国
家
に
よ
る
生
活
統
制
の
一
端
を
担
い
、
国
民
生
活

全
体
を
組
織
化
す
る
運
動
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
。
本
稿
の
課
題
は
、
同
運
動
の
展
開
過
程
を
、
国
家
に
よ
る
生
活
統
制
の
強
化
と
い

っ
た
文
脈
に
邸
し
て
再
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
国
家
に
よ
る
生
活
統
制
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
第
一
に
、
国
民
の
生
活
水
準
を
切
り
下
げ
る
消
費
抑
制
策
と
し
て
推
進
さ
れ
た
。
日
中
戦
争

期
に
は
外
貨
不
足
か
ら
、
ま
た
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
、
欧
米
と
の
経
済
関
係
が
途
絶
し
て
以
後
は
、
文
字
ど
お
り
自
給
自
足
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

実
現
す
る
た
め
に
、
国
民
生
活
は
一
貫
し
て
緊
縮
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
敗
戦
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
一
面
で
は
、
思
想

状
況
の
悪
化
を
危
惧
す
る
精
神
運
動
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
た
が
、
基
本
的
に
は
総
力
戦
の
継
続
を
可
能
な
ら
し
め
る
財
政
政
策
の
一
環

で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
総
力
戦
は
同
時
に
、
労
働
力
の
恒
常
的
な
維
持
・
培
養
政
策
を
不
可
避
的
に
要
請
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
限
定
的
と
は
い
え
日
本

の
戦
時
体
制
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
。
日
中
戦
争
が
長
期
化
し
、
労
働
力
不
足
が
深
刻
化
す
る
な
か
で
、
労
働
力
の
壁
的
確
保
を
図
る
種
々

の
統
制
法
規
が
制
定
さ
れ
る
の
に
く
わ
え
、
そ
の
質
的
確
保
を
図
る
諸
政
策
が
実
行
に
移
さ
れ
る
の
は
こ
う
し
た
事
情
に
よ
る
。
か
く
し
て
、

社
会
保
険
制
度
や
賃
金
制
度
の
改
善
に
は
じ
ま
り
、
ス
ポ
ー
ツ
・
演
劇
・
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、
余
暇
全
般
の
有
効
利
用
や
生
活
の
協
同
化
を
企

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

図
し
た
「
福
利
厚
生
運
動
」
が
推
進
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
国
家
に
よ
る
生
活
統
制
は
、
そ
れ
ま
で
労
働
者
の
自
由
裁
量
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
私
的
領
域
に
、
国
家
が
直
接
統
制
を
お

よ
ぼ
す
こ
と
で
、
生
活
の
上
か
ら
の
抑
制
と
下
か
ら
の
保
障
と
い
う
二
面
的
な
課
題
を
同
時
に
追
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
い
わ
ば

「
贅
沢
」
と
「
死
」
と
い
う
、
自
醜
主
義
経
済
に
と
も
な
う
両
極
の
「
弊
害
」
を
、
戦
時
経
済
を
維
持
す
る
観
点
か
ら
と
も
に
禁
圧
し
よ
う
と

し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
国
策
の
展
開
は
、
そ
れ
ま
で
一
般
に
通
用
し
て
い
た
社
会
的
規
範
か
ら
、
大
き
く
逸
脱
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
女
性

史
研
究
が
克
明
に
明
ら
か
に
し
て
き
た
よ
う
に
、
近
代
資
本
主
義
社
会
は
、
労
働
力
の
再
生
産
に
か
か
わ
る
諸
問
題
を
「
家
庭
」
と
い
う
私
領
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域
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
で
成
立
し
、
ま
た
発
展
し
て
き
た
。
国
家
に
よ
る
生
活
統
制
の
強
化
は
、
こ
う
し
た
「
家
庭
」
の
不
可
侵
性
と
い
う
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

則
に
抵
触
す
る
の
で
あ
る
。
産
報
運
動
が
関
与
し
た
の
も
、
ま
さ
に
こ
の
問
題
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
産
報
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
主
に
労
資
関
係
論
の
枠
組
み
の
な
か
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
た
め
に
、
視
点
は
基
本
的
に

「
職
場
」
に
限
定
さ
れ
、
戦
争
の
長
期
化
を
契
機
に
、
そ
の
活
動
が
国
民
の
生
活
領
域
（
「
家
庭
」
）
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
た
と
い
う
事
実
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

積
極
的
に
対
象
化
し
う
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
全
体
的
な
流
れ
を
要
約
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
す
な
わ
ち
、
～
九
二
〇
年
代
、
労
働
組
合
が
台
頭
す
る
中
で
、
大
経
営
を
中
心
に
工
場
委
員
会
制
度
が
導
入
さ
れ
、
福
利
厚
生
施
設
の
充
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
よ
っ
て
労
働
組
合
の
浸
透
を
防
御
す
る
「
経
営
家
族
主
義
」
が
確
立
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
内
務
省
社
会
局
は
、
中
小
企
業
を
中
心
に
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

働
組
合
を
育
成
し
、
労
働
協
約
運
動
を
促
進
す
る
こ
と
で
「
産
業
平
和
」
を
実
現
す
る
「
労
資
協
調
」
主
義
を
採
用
す
る
が
、
一
九
三
一
年
の

労
働
組
合
法
の
不
成
立
や
、
「
労
資
一
体
」
理
念
を
か
か
げ
る
日
本
主
義
労
働
運
動
の
台
頭
な
ど
を
う
け
て
、
次
第
に
「
経
営
家
族
主
義
」
が

優
越
し
て
行
き
、
や
が
て
産
報
の
結
成
へ
と
い
た
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
資
本
と
国
家
の
論
理
が
せ
め
ぎ
合
う
な
か
で
、
産
報
を
通
じ
た

労
働
動
員
政
策
が
遂
行
さ
れ
、
敗
戦
を
も
っ
て
、
戦
後
の
企
業
別
組
合
へ
と
そ
の
有
形
無
形
の
遺
産
が
継
承
さ
れ
て
い
く
。

　
こ
の
よ
う
に
、
産
報
は
従
来
、
労
働
者
の
自
主
的
組
織
で
あ
る
労
働
組
合
と
、
大
経
営
を
中
心
と
し
た
工
場
委
員
会
（
会
社
組
合
ま
た
は
御
用

組
合
）
と
の
競
合
関
係
、
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
国
家
の
対
応
と
い
っ
た
文
脈
に
即
し
て
検
討
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
労
働
組
合
の
存
在

を
否
定
し
、
労
働
者
の
発
言
権
を
封
殺
し
て
以
後
の
産
報
は
、
非
合
理
的
な
精
神
主
義
（
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
が
貫
徹
す
る
な
か
で
、
混
乱

し
形
骸
化
す
る
こ
と
が
な
か
ば
自
明
の
帰
結
で
あ
る
か
の
ご
と
く
あ
っ
か
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
た
し
か
に
、
労
働
組
合
は
、
「
職
場
」
に
お
い
て
労
働
者
と
の
接
点
を
保
障
し
、
そ
の
発
心
権
を
確
保
す
る
有
効
な
回
路
に
ち
が
い
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
視
野
を
「
職
場
」
に
限
定
す
れ
ば
、
労
働
組
合
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
労
働
者
の
発
言
権
を
封
殺
し
、
そ
の
動
向
か
ら

産
報
を
乖
離
せ
し
め
る
所
業
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
産
報
が
「
上
意
下
達
」
の
行
政
補
助
機
関
と
し
て
形
骸
化
す
る
の
は
、
ま
さ
に
時
間
の

問
題
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
し
か
し
、
視
野
を
「
職
場
」
か
ら
生
活
領
域
（
「
家
庭
」
）
に
ま
で
拡
大
し
た
場
合
、
産
報
が
労
働
者
の
動
向
と
乖

70 （70）
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離
し
て
い
た
か
否
か
は
、
に
わ
か
に
断
定
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
産
調
の
活
動
は
、
そ
の
点
を
ふ
ま
え
て
、
あ
ら
た
め
て
検
討
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
こ
の
点
で
、
佐
口
氏
の
近
年
の
研
究
は
示
唆
的
で
あ
る
。
置
引
氏
は
、
労
働
者
か
ら
の
「
同
意
調
達
」
の
契
機
に
着
目
し
、
産
報
運
動
が
再

編
さ
れ
る
中
で
提
示
さ
れ
た
「
勤
労
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
が
、
労
働
者
か
ら
の
協
力
を
引
き
出
す
の
に
効
果
的
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
。
こ
の
見

解
は
、
本
稿
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
が
、
氏
の
分
析
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
次
元
に
終
始
し
、
運
動
を
担
っ
た
当
事
者
の
具
体
像
が
描
か
れ
な

い
た
め
に
、
歴
史
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
に
乏
し
く
、
綿
密
な
実
証
砥
究
も
核
心
部
分
に
お
い
て
は
問
題
提
起
の
域
を
出
な
い
物
足
り
な
さ
を
感

ず
る
。
ち
ょ
う
ど
、
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
、
民
衆
の
内
面
ま
で
を
も
揮
圧
し
て
い
た
と
す
る
旧
来
の
図
式
を
、
単
に
裏
返
し
た
に
す
ぎ
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
研
究
史
上
の
問
題
点
を
ふ
ま
え
て
、
産
報
を
国
家
に
よ
る
生
活
統
制
と
い
っ
た
文
脈
に
即
し
て
再
検
討
す
る
。

そ
の
さ
い
、
次
の
二
点
に
留
意
し
た
。

　
す
な
わ
ち
、
ま
ず
第
一
に
本
稿
で
は
、
労
働
運
動
内
部
か
ら
産
報
運
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
っ
た
旧
全
労
系
陪
申
間
派
幹
部
の
論
理
に

着
目
す
る
。
そ
れ
は
、
彼
ら
が
国
家
に
よ
る
生
活
統
制
を
主
体
的
に
握
い
、
精
神
主
義
的
な
勢
力
と
は
一
線
を
画
し
な
が
ら
、
労
働
者
の
動
向

に
終
始
こ
だ
わ
り
続
け
た
勢
力
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
申
間
派
と
産
報
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
労
資
関
係
論

に
お
い
て
は
、
労
働
者
の
「
職
場
扁
で
の
発
言
権
が
問
題
と
さ
れ
る
た
め
、
「
職
場
」
を
こ
え
た
生
活
統
制
に
活
路
を
見
出
す
同
派
が
主
た
る

研
究
対
象
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
よ
り
極
右
的
な
欝
本
主
義
労
働
運
動
が
、
産
報
の
精
神
主
義
を
代
表
す
る
系
譜
と
し
て
重
視

さ
れ
て
き
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
。
そ
の
結
果
、
産
瘤
に
お
け
る
同
派
の
動
向
は
、
大
河
内
一
男
の
「
戦
時
社
会
政
策
論
」
を
理
論
的
支
柱
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

労
働
者
の
立
場
に
配
慮
す
る
良
心
的
な
「
社
会
政
策
派
偏
と
し
て
、
副
次
的
に
扱
わ
れ
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
。

　
筆
者
は
す
で
に
、
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
彼
ら
中
間
派
の
活
動
を
、
そ
の
経
済
構
想
の
特
異
性
か
ら
広
義
の
「
国
家
社
会
主
義
派
」
（
国
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⑨

社
派
）
と
位
置
づ
け
し
な
お
し
、
社
会
大
衆
党
に
お
け
る
右
派
（
日
本
労
働
総
同
盟
）
と
の
関
係
を
軸
に
検
討
し
た
。
本
稿
も
、
基
本
的
に
こ
の

枠
組
み
を
踏
襲
し
て
い
る
。

　
社
会
の
主
要
な
対
立
を
、
資
本
と
労
働
の
階
級
対
立
と
し
て
で
は
な
く
、
「
資
本
主
義
一
般
」
と
「
国
民
全
体
」
と
の
対
立
と
し
て
と
ら
え
、

国
家
に
よ
る
経
済
統
制
を
待
望
す
る
同
派
の
経
済
構
想
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
階
級
国
家
観
を
否
定
す
る
と
同
時
に
、
労
働
組
合
に
よ
る
賃
金

増
額
の
要
求
も
、
国
民
の
消
費
生
活
を
圧
迫
し
、
組
織
労
働
者
と
未
組
織
大
衆
と
の
対
立
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
否
定
す
る
。
そ
れ
は
、
高

畠
素
之
の
「
消
費
者
主
義
」
に
端
を
発
し
、
昭
和
恐
慌
下
、
未
組
織
大
衆
の
貧
困
問
題
が
深
刻
化
す
る
な
か
で
台
頭
す
る
が
、
満
州
事
変
以
降

は
中
国
共
産
党
の
浸
透
に
危
機
感
を
い
だ
き
、
中
国
民
衆
の
生
活
確
保
を
優
先
さ
せ
た
反
資
本
主
義
的
な
地
域
経
済
政
策
（
「
極
東
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
」
）
と
し
て
対
外
化
さ
れ
、
や
が
て
「
東
亜
協
同
体
」
構
想
へ
と
結
実
す
る
。
同
派
が
右
派
と
訣
別
し
て
、
産
報
を
舞
台
に
展
開
す
る

活
動
は
、
こ
う
し
た
文
脈
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
。

　
本
稿
で
は
、
以
上
の
点
を
ふ
ま
え
、
三
輪
寿
壮
を
筆
頭
に
、
産
報
運
動
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
に
な
う
こ
と
に
な
る
岡
派
の
産
立
理
念

（「

J
資
～
体
」
論
）
を
、
右
派
の
「
労
資
協
調
」
主
義
と
対
比
さ
せ
、
日
本
主
義
的
な
「
労
資
一
体
」
論
と
も
区
別
し
な
が
ら
考
察
す
る
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
国
家
に
よ
る
生
活
統
制
と
労
働
者
の
動
向
と
の
関
係
を
問
う
視
座
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
そ
れ
と
関
連
し
て
第
二
に
、
本
稿
で
は
官
界
・
財
界
内
部
の
政
策
対
立
に
着
目
し
、
官
・
資
・
労
を
貫
い
て
形
成
さ
れ
る
階
級
縦
断

的
な
提
携
関
係
か
ら
産
報
運
動
を
分
析
す
る
。
戦
争
を
契
機
に
、
労
働
運
動
に
お
け
る
社
会
民
主
主
義
的
な
勢
力
が
、
支
配
層
に
抱
合
さ
れ
て

い
く
と
い
う
周
知
の
事
実
は
、
直
言
の
戦
争
協
力
の
実
態
が
多
角
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
今
日
、
後
者
に
よ
る
前
者
の
一
方
的
な
包
摂
過
程

と
し
て
で
は
な
く
、
両
者
の
相
互
依
存
的
な
関
係
を
軸
に
再
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
官
・
資
・
労
そ
れ
ぞ
れ
を
一
体
の
も
の

と
し
て
前
提
に
す
る
の
で
は
な
く
、
各
内
部
対
立
が
相
互
に
い
か
に
連
動
し
て
い
く
の
か
と
い
っ
た
視
角
か
ら
、
産
報
中
央
に
お
け
る
政
治
過
程

を
考
察
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
産
報
運
動
の
推
進
主
体
を
、
よ
り
具
体
的
に
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　
　
付
記
　
出
典
に
つ
い
て
は
、
神
田
文
人
編
集
璽
資
料
　
日
本
現
代
史
7
　
産
業
報
国
運
動
』
（
大
月
書
店
、
一
九
八
一
）
は
『
資
料
臨
と
略
記
し
、
資
料
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番
号
・
頁
数
を
付
し
て
本
文
中
に
記
載
し
た
。

　
ま
た
『
平
生
鋲
三
郎
日
記
（
解
読
コ
ピ
ー
版
）
駈
（
甲
南
学
園
所
蔵
）
は
『
日
記
騙
と
略
記
し
、
年
（
西
暦
下
ニ
ケ
タ
）
・
月
・
日
を
付
し
て
本
文

中
に
記
載
し
た
。
な
お
、
同
史
料
の
利
用
に
さ
い
し
て
は
、
甲
繭
学
園
広
報
室
学
園
史
資
料
室
の
大
野
愛
子
・
奥
川
み
ど
り
両
氏
に
大
変
お
世
話
に

な
っ
た
。
こ
の
場
を
か
り
て
、
あ
つ
く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

産業報国運動の展開（及川）

①
中
村
隆
英
「
戦
争
経
済
と
そ
の
崩
壊
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
、
一
九
七

　
七
）
、
山
崎
広
明
「
日
本
戦
争
経
済
の
崩
壊
と
そ
の
特
質
」
（
東
京
大
学
社
会
科
学

　
研
究
所
編
『
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
国
家
と
社
会
2
　
戦
時
日
本
経
済
』
東
京
大
学
繊

　
一
会
、
　
九
七
九
）
参
照
。

②
高
岡
裕
之
「
総
力
戦
と
都
市
－
厚
生
運
動
を
中
心
に
一
」
（
開
日
本
史
研

　
究
』
四
一
五
、
　
一
九
九
七
）
、
藤
野
豊
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
厚
巫
省
の
設
置
扁

　
（
『
年
報
日
本
現
代
史
』
、
一
九
九
七
）
な
ど
参
照
。

③
　
こ
う
し
た
本
稿
の
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、
上
野
千
鶴
子
氏
の
一
連
の
著
作
よ
り

　
示
唆
を
え
た
。
凹
家
父
長
制
と
資
本
制
㎞
（
岩
波
書
店
、
　
一
九
九
〇
）
、
『
近
代
家
族

　
の
成
立
と
終
焉
』
（
岩
波
書
店
、
　
一
九
九
四
）
、
『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
ジ
ェ
ン

　
ダ
ー
臨
（
青
蝿
社
、
一
九
九
八
）
参
照
。

④
主
な
も
の
を
あ
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
桜
林
誠
「
日
本
の
労
資
関
係

　
（
H
）
」
（
『
上
智
経
済
論
集
』
六
一
一
、
～
九
六
〇
）
、
同
「
戦
時
日
本
の
労
資
協

　
議
制
」
（
『
上
智
経
済
論
集
』
一
八
－
三
、
一
九
七
二
）
、
大
河
内
一
男
轟
産
業
報

　
国
会
』
の
前
と
後
と
」
（
凹
労
使
関
係
論
の
史
的
発
展
』
有
斐
閣
、
　
一
九
七
二
）
、

　
芳
井
幸
子
「
産
業
報
国
運
動
」
（
筆
橋
論
叢
』
七
三
－
二
、
一
九
七
五
）
、
河
原

　
宏
「
戦
時
下
労
働
の
思
想
と
政
策
」
（
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
研
究
所
フ
ァ
シ
ズ

　
ム
研
究
部
会
『
日
本
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
皿
－
崩
壊
期
の
研
究
1
』
早
稲
田
大
学

　
出
版
部
、
一
九
七
八
）
、
芳
井
幸
子
「
産
業
報
国
会
」
（
木
坂
順
一
郎
編
『
体
系
・

　
B
本
現
代
史
3
』
日
本
評
論
社
、
｝
九
七
九
）
、
氏
原
正
治
郎
・
萩
原
進
「
産
業

　
報
国
運
動
の
背
景
」
（
前
掲
明
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
国
家
と
社
会
6
　
運
動
と
抵
抗

　
上
』
東
京
大
学
出
版
会
、
｝
九
七
九
）
、
吉
田
健
二
・
塩
田
咲
子
「
埼
玉
県
産
業

　
報
国
会
の
組
織
と
運
動
」
（
凹
埼
玉
県
労
働
運
動
史
研
究
輪
　
＝
肌
守
、
一
九
八
○
）
、

　
神
田
文
人
「
解
説
」
（
同
編
集
『
資
料
日
本
現
代
史
7
』
大
月
轡
店
、
皿
九
八
一
）
、

　
塩
田
咲
子
「
産
業
報
国
運
動
の
実
態
と
機
能
」
（
社
会
政
策
学
会
年
報
『
現
代
日

　
本
の
賃
金
問
題
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
二
）
、
荒
川
章
二
「
戦
時
下
の
労
働

　
者
統
合
」
（
日
本
現
代
史
研
究
会
編
『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
（
2
）
臨
大
月
害
店
、
一

　
九
八
二
）
、
萩
原
進
「
産
業
報
国
体
制
の
一
考
察
」
（
『
年
報
　
近
代
日
本
研
究
5

　
昭
和
期
の
社
会
運
動
隔
山
川
出
版
社
、
一
九
八
三
）
、
桜
林
誠
『
魔
業
報
国
会
の

　
組
織
と
機
能
』
（
御
茶
の
水
書
…
房
、
一
九
八
五
）
、
西
成
田
豊
『
近
代
山
本
労
資
関

　
係
史
の
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
）
、
三
輪
泰
史
『
日
本
フ
ァ
シ
ズ

　
ム
と
労
働
運
動
隔
（
校
倉
書
房
、
一
九
八
八
）
、
安
田
浩
コ
九
三
〇
年
代
に
お
け

　
る
労
働
政
策
の
変
容
扁
（
一
社
会
科
学
研
究
扇
四
二
…
三
、
　
　
九
九
〇
〉
、
同
「
官

　
僚
と
労
働
者
問
題
」
（
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
翼
下
現
代
日
本
社
会
4
輪
東

　
京
大
学
繊
版
会
、
　
九
九
一
）
、
閃
成
田
豊
門
労
働
力
動
員
と
労
働
改
革
」
（
大
石

　
嘉
一
郎
編
『
日
本
帝
国
主
義
史
3
』
東
京
大
学
籍
版
会
、
　
一
九
九
四
）
。
な
お
、

　
労
資
関
係
論
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
、
塩
田
咲
子
「
戦
時
期
日
本
の
労
働
運

　
動
・
労
使
関
係
」
（
季
刊
『
労
働
法
㎞
一
一
二
、
一
九
七
九
）
も
参
照
し
た
。

⑤
兵
藤
釧
『
欝
本
に
お
け
る
労
資
関
係
の
展
開
』
（
東
京
大
学
識
版
会
、
一
九
七

　
一
）
参
照
。
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⑥
林
博
史
『
近
代
日
本
国
家
の
労
働
者
統
合
』
（
青
木
書
店
、
一
九
八
六
）
、
西
成

　
田
豊
『
近
代
日
本
労
資
関
係
史
の
研
究
』
（
前
掲
）
、
三
輪
泰
史
『
日
本
フ
ァ
シ
ズ

　
ム
と
労
働
運
動
㎞
（
前
掲
）
、
安
田
浩
四
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
史
論
』
（
校
倉
書
房
、

　
一
九
九
四
）
な
ど
を
参
照
。

⑦
佐
口
和
郎
「
産
業
報
国
会
の
理
念
と
組
織
（
1
）
（
2
）
」
（
『
経
済
学
論
集
偏
五

　
二
一
～
・
二
、
一
九
八
六
）
、
同
『
日
本
に
お
け
る
産
業
民
主
・
王
義
の
前
提
』
（
東

　
京
大
学
出
版
会
、
｝
九
九
一
）
、
同
「
巌
業
報
国
会
の
歴
史
的
位
概
」
（
山
之
内
靖

　
他
編
『
総
力
戦
と
現
代
化
』
柏
書
房
、
一
九
九
五
）
。

⑧
塩
田
咲
子
「
産
業
報
國
運
動
の
実
態
と
機
能
」
（
前
掲
）
。

⑨
拙
稿
「
社
会
大
衆
党
の
国
家
社
会
主
義
と
国
際
政
策
」
（
『
史
林
』
七
九
一
四
、

　
一
九
九
六
）
。
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第
一
章
　
再
編
産
報
と
国
社
派

第
一
節
　
初
　
期
　
産
　
報

　
一
九
三
八
年
七
月
三
〇
日
、
協
調
会
の
主
導
に
よ
り
、
半
官
半
民
の
産
業
報
国
中
央
連
盟
が
設
立
さ
れ
た
。
理
事
長
に
は
、
内
務
官
僚
で
前

協
調
会
常
務
理
事
の
河
原
細
稼
吉
が
就
任
し
、
理
事
に
は
政
府
や
協
調
会
関
係
者
に
加
え
、
資
本
家
団
体
か
ら
は
全
国
産
業
団
体
連
合
会
の
膳

桂
之
助
が
、
ま
た
労
働
関
係
者
と
し
て
は
、
国
社
派
の
三
輪
寿
壮
（
社
会
大
衆
党
・
衆
議
院
議
員
）
と
、
日
本
主
義
派
の
松
本
勇
平
（
愛
国
労
働
農

民
同
志
会
・
陸
軍
少
将
）
が
加
わ
っ
た
。

　
蜂
蜜
連
盟
は
、
綱
領
お
よ
び
規
約
で
、
「
労
資
～
体
」
の
理
念
を
強
調
し
た
。
「
我
等
産
業
人
は
…
…
労
資
一
体
事
業
一
家
の
実
を
挙
げ
以
て

産
業
の
健
全
な
る
発
展
を
期
す
」
（
『
資
料
駈
1
9
・
四
三
頁
）
。
こ
の
「
労
資
一
体
」
理
念
は
、
古
く
は
日
露
戦
後
、
重
工
業
大
経
営
で
採
用
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

た
「
経
営
家
族
主
義
」
に
由
来
し
、
満
州
事
変
前
後
、
国
家
主
義
が
台
頭
す
る
な
か
で
、
日
本
主
義
労
働
運
動
に
よ
っ
て
改
め
て
提
唱
さ
れ
た

　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

理
念
で
あ
り
、
内
務
雀
社
会
周
も
、
一
九
三
〇
年
代
半
ば
に
「
労
資
協
調
」
か
ら
「
労
資
一
体
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
と
方
針
を
転
換
し
て
い
た
。
ま
た
、
国
社

派
が
指
導
権
を
に
ぎ
る
社
大
粒
に
お
い
て
も
、
極
東
で
の
中
国
共
産
党
の
動
き
を
警
戒
し
、
日
中
戦
争
前
夜
に
は
「
創
造
的
社
会
主
義
」
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

て
、
事
実
上
の
「
労
資
一
体
」
論
を
強
調
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
産
報
連
盟
が
提
示
す
る
理
念
は
、
こ
う
し
た
思
想
状
況
の
全
般
的
な
変
化
を
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反
映
し
て
い
た
。

　
一
九
三
〇
年
代
に
台
頭
し
た
「
労
資
～
体
」
理
念
は
、
労
働
者
と
資
本
家
と
の
関
係
を
、
国
家
に
等
し
く
奉
仕
す
る
役
割
分
握
の
関
係
と
し

て
と
ら
え
、
階
級
的
な
利
害
対
立
の
存
在
を
否
定
す
る
理
念
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
は
も
ち
ろ
ん
、
穏
健
な
「
労
資
協
調
扁
主
義

と
も
相
容
れ
な
い
理
念
で
あ
っ
た
。

　
労
資
交
渉
に
よ
る
利
害
調
整
を
主
眼
と
す
る
「
労
資
協
調
」
主
義
は
、
国
家
に
仲
介
者
と
し
て
の
役
割
を
期
待
し
つ
つ
も
、
あ
く
ま
で
も
労

働
者
の
み
に
よ
る
自
主
的
組
織
（
1
1
労
働
組
合
）
が
、
資
本
家
に
対
す
る
交
渉
主
体
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
す
る
理
念
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
利

害
調
整
に
よ
る
労
資
の
和
解
可
能
性
を
予
定
し
て
い
る
点
で
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
立
場
と
は
対
立
す
る
が
、
階
級
利
害
の
共
有
を
根
拠
に
労
働

組
合
を
組
織
し
、
そ
の
組
織
力
で
労
働
者
が
自
己
の
要
求
を
実
現
さ
せ
る
と
い
う
意
味
で
は
、
「
労
資
一
体
」
理
念
と
も
異
な
っ
て
い
た
。
前

述
し
た
よ
う
に
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
半
ば
に
か
け
て
、
内
務
省
社
会
局
が
推
進
し
た
労
働
政
策
は
、
そ
う
し
た
穏
健
な
労
働
組
合

を
交
渉
主
体
と
し
て
認
知
し
、
労
働
協
約
運
動
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
「
労
資
協
調
」
主
義
に
も
と
つ
く
「
産
業
平
和
」
を
実
現
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
ゆ
え
に
、
日
中
戦
争
下
、
国
家
の
論
理
が
前
面
に
出
て
く
る
な
か
で
、
産
報
連
盟
が
「
労
資
｝
体
」
理
念
を
掲
げ
た
こ
と
は
、
一
九
三

〇
年
代
半
ば
以
降
の
思
想
的
転
換
を
考
え
れ
ば
、
い
ず
れ
は
労
働
組
合
の
強
制
的
解
散
に
ま
で
行
き
着
く
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
感
さ
せ
た
。

　
し
か
し
、
担
当
宮
家
で
あ
る
厚
生
省
が
、
こ
の
時
期
「
労
資
一
体
」
理
念
に
徹
し
、
労
働
組
合
の
解
散
を
企
図
し
て
い
た
か
と
い
え
ば
、
実

は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
厚
生
省
が
「
本
団
体
を
設
置
し
た
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
労
働
組
合
の
解
散
を
強
ふ
る
が
如

き
挙
に
出
つ
る
こ
と
は
之
を
避
け
し
む
る
こ
と
」
と
、
労
働
組
合
と
単
位
産
報
と
の
両
立
性
を
確
認
す
る
通
牒
を
発
し
て
い
る
こ
と
や
（
讐
資

料
』
2
0
・
四
五
頁
）
、
当
時
労
政
課
長
で
あ
っ
た
北
村
隆
が
、
の
ち
の
回
想
で
「
労
働
組
合
を
つ
ぶ
す
っ
て
頭
は
全
然
な
か
っ
た
」
と
述
べ
、
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

報
連
盟
の
設
立
と
労
働
組
合
の
解
散
と
の
因
果
関
係
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
、
そ
の
証
左
と
い
え
よ
う
。
こ
の
時
期
の
厚
生
省
は
、
理

念
に
お
い
て
「
労
資
一
体
」
を
掲
げ
な
が
ら
、
実
質
的
な
方
針
と
し
て
は
、
い
ま
だ
「
労
資
協
調
」
主
義
の
域
を
完
全
に
脱
し
て
は
い
な
か
っ
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た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
厚
生
省
の
立
場
を
背
後
で
規
定
し
て
い
た
の
は
、
戦
争
終
結
後
に
お
け
る
労
働
争
議
激
増
へ
の
危
機
感
で
あ
っ
た
。
労
働
争
議
の

発
生
件
数
は
、
日
申
戦
争
勃
発
前
夜
に
は
そ
れ
ま
で
の
最
高
値
を
記
録
し
、
戦
時
下
一
時
的
に
減
少
し
た
と
は
い
え
、
一
九
三
八
年
に
入
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

再
び
漸
増
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
第
～
雄
大
戦
後
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
現
出
し
た
事
態
を
彷
彿
と
さ
せ
る
兆
候
と
さ
れ
た
。
厚
生
省
が
産
報

に
期
待
し
た
の
も
、
国
家
を
仲
介
者
と
し
た
労
資
関
係
の
調
整
で
あ
り
、
労
働
争
議
を
あ
く
ま
で
も
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
厚
生
省
が
単
位
三
号
に
お
け
る
懇
談
会
の
運
営
を
重
視
し
、
労
資
間
の
最
大
の
争
点
で
あ
る
待
遇
問
題
に
つ
い
て
、
「
懇
談
事

項
中
よ
り
之
を
除
外
せ
し
め
ざ
る
」
よ
う
念
を
お
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
よ
う
（
『
資
料
』
2
5
・
六
五
頁
）
。

　
と
は
い
え
、
こ
の
時
期
漸
増
傾
向
に
あ
っ
た
労
働
争
議
は
、
主
に
未
組
織
労
働
者
層
に
限
ら
れ
て
お
り
、
組
織
労
働
者
の
労
働
争
議
は
低
位

　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
抑
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
田
本
主
義
的
な
労
働
組
合
の
み
な
ら
ず
、
全
日
本
労
働
総
同
盟
を
中
心
と
し
た
「
労
資
協
調
」
主
義
的
な
労

働
組
合
に
お
い
て
も
、
日
中
戦
争
勃
発
偉
い
ち
は
や
く
罷
業
絶
滅
運
動
を
推
進
し
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
厚
生
省
の
危

機
感
は
、
主
に
未
組
織
労
働
者
層
の
動
向
に
触
発
さ
れ
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
労
働
組
合
が
、
あ
く
ま
で
も
争
議
自
粛
の
姿
勢
を
示
し
、

こ
う
し
た
現
実
的
「
成
果
」
を
あ
げ
て
い
る
限
り
、
厚
生
省
の
側
に
そ
れ
を
敢
え
て
解
散
さ
せ
る
必
然
性
は
な
か
っ
た
。
総
同
盟
も
、
産
報
に

対
し
て
は
、
そ
れ
が
資
本
家
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
警
戒
し
、
労
働
組
合
と
の
「
二
本
建
て
」
を
主
張
し
な
が
ら
も
、
単
位
産
報
に
支
部
役
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

を
派
遣
す
る
な
ど
、
協
力
的
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
情
が
、
厚
生
省
の
実
質
的
な
方
針
を
、
「
労
資
協
調
」
的
な
も
の
に
と
ど

め
さ
せ
た
理
由
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
「
労
資
一
体
」
論
へ
と
傾
斜
を
深
め
る
社
大
錨
の
国
社
派
も
、
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
、
労
働
組
合
を
否
定
す
る
に
は
い
た
つ
て
い
な

い
。
謀
議
労
働
部
長
の
河
野
密
は
、
産
報
運
動
に
「
既
存
の
労
働
団
体
の
長
を
生
か
し
…
…
進
ん
で
こ
れ
と
協
力
す
る
こ
と
」
を
要
請
し
て
い

⑱る
。
「
労
資
一
体
」
理
念
へ
の
思
想
状
況
の
全
般
的
転
換
が
、
必
ず
し
も
そ
の
実
体
を
と
も
な
う
も
の
で
は
な
く
、
「
労
資
協
調
」
的
な
方
針
を

色
濃
く
残
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
う
し
た
国
社
派
の
動
向
か
ら
も
確
認
で
き
よ
う
。
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他
方
、
全
国
産
業
団
体
連
合
会
（
金
産
瘤
）
を
中
心
と
し
た
資
本
家
団
体
は
、
懇
談
会
で
待
遇
問
題
が
審
議
さ
れ
る
こ
と
を
き
ら
い
、
福
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

厚
生
施
設
の
充
実
に
よ
っ
て
待
遇
問
題
を
解
決
し
、
産
報
を
精
神
運
動
に
限
定
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
一
九
二
〇

年
代
に
、
労
働
組
合
の
台
頭
を
危
惧
し
、
あ
く
ま
で
も
資
本
家
の
主
導
権
を
確
保
す
る
た
め
に
、
労
働
協
約
の
締
結
を
拒
否
し
た
大
経
営
の
発

想
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
協
調
会
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
た
初
期
弾
帯
は
、
「
労
資
～
体
」
理
念
を
掲
げ
な
が
ら
も
、
実
質
的
に
は
「
労
資
協
調
」
的
な

方
針
を
残
存
さ
せ
、
穏
健
な
労
働
組
合
か
ら
の
協
力
を
引
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
資
本
家
団
体
が
、
そ
う
し
た
初
期
産
報

の
方
針
に
対
し
て
福
利
厚
生
施
設
の
充
実
と
精
神
主
義
の
強
調
を
も
っ
て
対
峙
す
る
と
い
う
点
で
、
国
家
と
資
本
家
と
労
働
者
と
の
三
者
関
係

は
、
次
節
で
検
討
す
る
再
編
産
報
以
降
の
段
階
と
は
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
む
し
ろ
一
九
二
〇
年
代
以
来
の
対
立
構
図
を
引
き

継
ぐ
も
の
と
い
え
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
初
期
姫
蒲
の
位
相
を
め
ぐ
っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
議
論
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
桜
林
氏
以
来
の
通
説
に
よ
れ
ば
、
初
期
産
報
は

労
資
協
議
制
の
延
長
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
か
か
る
立
場
か
ら
産
報
の
懇
談
会
で
労
資
調
整
を
行
お
う
と
す
る
国
家
と
、
あ
く
ま
で
も
「
事

業
一
家
」
の
立
場
か
ら
、
産
報
を
精
神
運
動
に
限
定
し
よ
う
と
す
る
資
本
家
側
と
の
対
立
が
強
調
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
三
輪
氏
・
安
田

氏
ら
の
見
解
は
、
国
家
の
政
策
転
換
と
労
働
組
合
の
内
実
を
ふ
ま
え
、
全
体
的
な
構
想
と
し
て
は
、
す
で
に
一
九
三
〇
年
代
半
ば
に
「
労
資
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

体
縣
路
線
が
優
越
し
て
い
た
と
主
張
す
る
。
筆
者
は
、
初
期
産
繭
と
再
編
産
報
の
断
絶
性
を
強
調
す
る
点
で
は
、
従
来
の
通
説
的
な
見
解
に
与

し
て
お
り
、
三
輪
・
安
田
両
氏
と
は
立
場
を
異
に
し
て
い
る
。
労
働
組
合
の
存
否
は
、
産
量
の
特
質
を
考
え
る
う
え
で
は
重
要
な
指
標
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

べ
き
で
あ
り
、
両
氏
の
枠
組
み
で
は
、
生
活
統
制
を
契
機
と
し
た
段
階
差
が
不
分
明
と
な
り
、
戦
争
協
力
に
徹
す
る
労
働
組
合
が
、
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
な
ぜ
解
散
さ
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
い
っ
た
点
が
、
ど
う
し
て
も
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
し
ま
う
と
考
え
る
か
ら
で
あ

⑭る
。
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第
二
節
再
編
産
報

　
一
九
三
八
年
一
二
月
、
厚
生
省
は
「
産
業
報
国
の
精
神
は
労
働
争
議
の
対
策
と
謂
ふ
よ
り
は
寧
ろ
労
働
行
政
全
般
の
基
調
た
る
べ
き
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

あ
る
」
と
、
そ
れ
ま
で
の
争
議
対
策
優
先
の
方
針
を
改
め
、
一
九
三
九
年
四
月
、
各
道
府
県
に
産
業
報
国
連
合
会
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
果
報

運
動
の
直
接
指
導
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
る
（
『
資
料
撫
3
8
・
八
六
頁
、
3
9
・
八
七
頁
）
。

　
一
九
三
九
年
一
一
月
、
労
政
課
長
北
村
隆
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
『
産
業
報
国
運
動
要
綱
』
（
以
下
、
『
要
綱
』
と
略
記
）
で
は
、
さ
き
に
確
認
し

た
待
遇
問
題
に
つ
い
て
の
方
針
が
、
「
当
初
…
…
待
遇
云
々
の
問
題
の
あ
っ
た
の
は
懇
談
会
…
…
に
対
す
る
誤
解
に
基
い
た
も
の
で
あ
る
」
と

全
面
的
に
撤
図
さ
れ
、
懇
談
会
の
労
資
調
整
的
な
役
割
が
否
定
さ
れ
た
（
『
資
料
賑
4
5
二
二
〇
頁
）
。
さ
ら
に
、
　
九
四
〇
年
二
月
一
六
日
の
第

七
五
回
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
は
、
藤
原
労
働
局
長
が
「
産
業
報
国
会
と
労
働
組
合
と
云
ふ
も
の
は
、
其
の
観
念
及
び
組
織
に
於
き
ま
し
て

…
…
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
明
言
し
、
労
働
組
合
が
「
自
然
に
解
消
し
て
行
く
や
う
に
、
指
導
し
て
行
き
た
い
」
と
答
弁
す
る
に
い
た

　
　
　
　
⑯

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
残
存
し
て
い
た
「
労
資
協
調
」
主
義
を
払
拭
す
る
国
策
の
転
換
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
応
し
て
、
産
報
連
盟
も
政
府
に
対
す
る
協
力
機
関
と
し
て
改
編
さ
れ
、
理
事
の
増
員
や
参
与
・
幹
事
の
新
設
な
ど
、
事
務
局
を
拡

充
す
る
に
い
た
る
（
『
資
料
』
3
7
・
△
二
頁
）
。
理
事
に
は
、
政
府
お
よ
び
協
調
会
関
係
者
に
加
え
、
資
本
家
団
体
か
ら
は
全
産
連
の
膳
桂
之
助
の

ほ
か
、
大
阪
工
業
会
や
日
本
商
工
会
議
所
・
名
古
屋
商
工
会
議
所
の
各
理
事
が
新
た
に
加
わ
っ
た
。
ま
た
、
労
働
界
か
ら
は
、
社
大
党
の
三
輪

寿
壮
と
愛
同
の
松
本
勇
平
が
ひ
き
つ
づ
き
参
加
し
た
の
み
で
あ
っ
た
が
、
労
働
科
学
研
究
所
所
長
の
暉
峻
昇
等
や
、
日
本
厚
生
協
会
理
事
の
吉

坂
俊
蔵
な
ど
、
労
働
力
の
維
持
・
培
養
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
の
参
加
が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
、
後
に
大
日
本
産
報
の
会
長
と
な
る
平
生
釧
三
郎
が
、
こ
の
と
き
産
報
連
盟
の
参
与
に
就
任
し
て
い
る
が
、
そ
の
さ
い
全
産
子
な
ど

の
資
本
家
団
体
や
労
働
組
合
だ
け
で
な
く
、
協
調
会
自
体
の
解
散
を
も
強
く
要
請
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
『
日
記
盤
3
9
・
0
5
・

1
0
、
1
2
・
1
5
、
4
0
・
0
2
・
2
9
、
0
5
・
0
8
、
4
1
・
1
1
・
2
1
）
。
平
生
の
登
場
は
、
改
編
さ
れ
た
産
報
連
盟
が
、
そ
の
生
み
の
親
と
も
語
う
べ
き
協
調
会
自
体
の
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存
在
を
否
定
し
、
初
期
産
報
と
は
位
栢
を
異
に
す
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
た
。

　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
悲
報
運
動
の
再
編
は
、
日
中
戦
争
の
長
期
化
に
と
も
な
う
経
済
統
制
の
強
化
を
反
映
し
て
い
た
。
　
一
九
三
八
年
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

月
の
受
口
陥
落
と
、
同
年
末
の
「
東
亜
新
秩
序
」
声
明
は
、
英
米
と
の
妥
協
に
よ
っ
て
日
中
戦
争
を
収
拾
し
よ
う
と
す
る
段
階
か
ら
、
ブ
ロ
ッ

ク
化
を
志
向
す
る
段
階
へ
の
転
換
を
決
定
づ
け
た
。
貿
易
構
造
に
お
い
て
欧
米
依
存
を
脱
却
で
き
な
い
脆
弱
な
日
本
経
済
に
と
っ
て
、
ブ
ロ
ッ

ク
化
の
決
意
が
、
経
済
統
制
の
強
化
と
そ
の
恒
常
化
を
招
来
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
国
家
に
よ
る
生
活
統
制
を
全
面
化
さ

せ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
国
家
に
よ
る
生
活
統
制
は
、
産
報
運
動
に
お
い
て
は
ま
ず
「
生
活
刷
新
運
動
」
と
い
う
形
で
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
運
動
は
、
日
中
戦
争
勃
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

当
初
よ
り
、
消
費
節
約
の
見
地
か
ら
、
国
民
精
神
総
動
員
運
動
（
精
動
運
動
）
の
一
環
と
し
て
推
進
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
三
八
年
一
〇
月
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

厚
生
・
商
工
両
次
官
の
通
牒
を
契
機
に
、
労
働
行
政
で
も
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
や
が
て
産
業
報
国
運
動
の
　
環
と
し
て
組
み
込
ま

れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
初
は
重
化
学
工
業
な
ど
、
軍
需
景
気
に
う
る
お
う
「
般
賑
産
業
」
を
対
象
に
展
開
さ
れ
た
同
運
動
は
、
経
済
統
制
の
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

面
化
す
る
一
九
三
九
年
六
月
に
は
、
全
事
業
場
に
拡
大
す
る
方
針
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
厚
生
省
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
当
局

に
於
て
は
最
初
『
毅
賑
産
業
』
と
い
う
言
葉
を
用
ひ
た
が
、
此
の
運
動
は
ひ
と
り
軍
需
関
係
産
業
の
み
な
ら
ず
、
広
く
各
方
面
の
労
務
者
に
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

用
せ
し
む
べ
き
一
大
国
畏
運
動
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
頂
き
た
い
」
。

　
黙
認
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
生
活
刷
新
運
動
は
、
貯
金
・
節
約
の
奨
励
、
贈
答
・
宴
会
・
外
食
の
廃
止
と
い
っ
た
、
消
費
生
活
全
般
の
緊
縮
を

趣
旨
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
は
精
動
運
動
の
延
長
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
実
践
主
体
と
し
て
職
場
単
位

に
「
生
活
刷
新
班
」
を
つ
く
り
、
全
従
業
員
の
「
申
し
合
わ
せ
」
を
通
し
て
そ
れ
が
推
進
さ
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
こ
の
「
生
活
刷
新
班
」
は
、
職
場
ご
と
に
「
班
長
」
を
中
心
と
し
た
十
数
人
程
度
の
「
班
」
を
組
織
し
、
そ
れ
を
「
群
」
・
「
隊
」
・
「
団
」
な

ど
の
上
級
単
位
に
段
階
的
に
統
合
し
て
い
く
も
の
で
、
「
生
活
全
面
」
に
わ
た
る
「
団
体
的
運
動
」
の
基
礎
単
位
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
工
場

長
や
労
務
課
長
な
ど
の
管
理
者
層
を
「
銃
後
生
活
指
導
者
」
に
指
定
し
、
「
班
長
懇
談
会
、
宿
泊
講
習
、
講
演
会
、
修
養
会
、
遠
足
、
慰
安
会
、
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個
別
面
談
等
々
」
を
通
じ
て
、
班
長
・
班
員
の
指
導
に
あ
た
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
事
業
主
、
銃
後
生
活
指
導
者
、
労
務
者
の
三
位

一
体
化
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
具
体
的
に
実
現
さ
れ
る
」
も
の
で
、
い
わ
ば
「
労
資
一
体
」
理
念
を
、
組
織
面
か
ら
具
体
化
す
る
も
の
と
い
え

た
。
厚
生
省
は
「
某
社
」
の
例
と
し
て
、
事
業
主
一
指
密
輸
（
専
務
）
1
副
指
導
長
（
工
場
長
）
－
幹
事
（
各
部
主
任
）
1
班
長
－
副
班
長
－
従
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

員
と
い
っ
た
組
織
形
態
を
紹
介
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
消
費
生
活
の
緊
縮
が
、
精
動
運
動
と
は
ち
が
っ
て
、
忙
々
の
労
働
者
を
具
体
的
に
組
織
化
す
る
形
で
産
報
運
動
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
、

国
家
に
よ
る
生
活
統
制
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
意
聾
し
よ
う
。
か
く
し
て
再
編
産
報
は
、
懇
談
会
と
生
活
刷
新
班
の
二
つ
の
組
織
を
軸
に
運
営
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
桜
林
氏
に
よ
れ
ば
、
全
国
の
県
警
察
部
は
、
一
九
三
九
年
四
月
以
降
、
各
事
業
所
に
産
報
設
置
を
勧
奨
す
る
に
あ
た
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

懇
談
会
と
生
活
刷
薪
部
の
設
置
の
み
を
そ
の
成
立
条
件
と
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
方
針
は
、
末
端
行
政
の
み
な
ら
ず
、
中
央
に
お
い

て
も
公
認
さ
れ
て
い
た
。
厚
生
省
労
働
局
は
、
同
年
七
月
に
次
の
よ
う
な
指
示
を
発
し
て
い
る
。
「
産
業
報
国
会
が
出
来
て
居
ら
な
い
と
す
れ

ば
、
其
の
際
は
産
業
報
国
会
の
結
成
と
…
…
銃
後
生
活
刷
新
班
と
を
同
時
に
始
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
事
情
止
む
を
得
ざ
る
場
合
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

銃
後
生
活
刷
薪
の
運
動
を
先
ず
始
め
ら
れ
て
も
差
支
へ
な
い
」
。

　
す
で
に
、
厚
生
省
は
～
九
三
八
年
八
月
、
産
報
を
意
思
疎
通
機
関
の
み
の
「
委
員
会
式
」
か
ら
、
事
業
部
門
を
も
つ
「
団
体
式
」
へ
と
切
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

替
え
る
通
牒
を
発
し
て
い
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
『
要
綱
』
で
そ
の
後
、
懇
談
会
が
労
資
調
整
の
場
と
し
て
の
役
割
を
否
定
さ
れ
た
こ
と
を

考
え
あ
わ
せ
れ
ば
、
曇
日
運
動
の
再
編
が
、
懇
談
会
か
ら
「
生
活
刷
新
班
扁
へ
と
比
重
を
移
行
さ
せ
る
こ
と
で
、
「
労
資
～
体
」
理
念
を
具
体

化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

　
こ
う
し
た
動
向
を
反
映
し
て
、
労
働
界
で
は
～
九
三
九
年
七
月
、
三
輪
寿
壮
や
河
野
密
な
ど
、
旧
全
労
系
の
国
社
派
幹
部
が
全
日
本
労
働
総

同
盟
を
脱
退
し
、
一
一
月
に
は
産
業
報
国
倶
楽
部
を
結
成
す
る
。
そ
の
さ
い
、
さ
き
に
労
働
組
合
と
の
協
力
を
強
調
し
て
い
た
河
野
密
は
、
も

は
や
「
資
本
家
団
体
、
労
働
者
団
体
が
相
対
立
す
る
と
云
ふ
こ
と
で
は
足
ら
な
い
」
と
し
て
労
働
組
合
を
否
定
し
、
産
報
を
「
労
資
調
整
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

関
」
で
は
な
く
、
コ
体
組
織
偏
で
あ
る
と
規
定
し
な
お
し
て
い
る
。
産
報
連
盟
理
事
の
三
輪
櫓
下
も
、
「
産
業
報
国
会
は
調
整
ぢ
や
な
い
」
と
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鰺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

断
言
し
、
労
働
者
の
意
見
が
「
対
立
関
係
を
生
む
こ
と
を
な
く
し
て
出
て
来
る
」
よ
う
な
コ
体
組
織
」
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
労
働
組
合
の
存
続
を
訴
え
る
松
岡
駒
吉
・
西
尾
末
広
ら
右
派
は
、
組
合
を
旧
名
の
日
本
労
働
総
同
盟
に
復
し
て
抵
抗
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

岡
派
は
「
未
組
織
工
場
に
於
て
争
議
が
多
い
」
こ
と
な
ど
、
労
働
組
合
の
存
在
意
義
を
強
調
し
、
産
報
倶
楽
部
の
結
成
が
い
た
ず
ら
に
資
本
家

を
利
す
る
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
非
難
し
た
。
一
九
四
ケ
年
二
月
の
社
辛
党
分
裂
は
、
こ
う
し
た
対
立
の
延
長
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
右
派
は
、
そ

の
後
勤
労
国
民
党
の
結
成
を
企
図
す
る
が
、
結
局
五
月
に
政
府
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
、
同
年
七
月
に
は
総
同
盟
を
も
解
散
す
る
に
い
た
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
屡
報
倶
楽
部
に
結
集
し
た
国
社
派
は
、
再
編
産
報
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
た
の
か
。
こ
こ
で
は
、
産
報
運
動
に
終
始
積

極
的
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
三
輪
寿
壮
の
構
想
を
軸
に
、
そ
の
全
体
像
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
三
輪
は
、
来
る
べ
き
「
新
体
制
」
に
お
い
て
、
基
礎
を
国
民
大
衆
に
お
く
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
型
の
組
織
」
の
一
部
に
塵
報
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

そ
れ
は
、
産
業
報
国
会
・
農
業
報
国
会
・
商
業
報
国
会
・
「
文
化
入
…
…
の
国
民
組
織
」
と
い
っ
た
職
能
組
織
を
介
し
て
国
民
を
網
羅
し
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

れ
そ
れ
の
職
能
組
織
の
上
に
「
国
毘
組
織
の
最
高
会
議
」
を
お
く
と
い
っ
た
体
制
構
想
で
あ
っ
た
。
そ
の
さ
い
産
報
は
、
労
働
行
致
の
単
な
る

補
助
機
関
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
国
民
の
政
治
力
」
を
結
集
し
、
「
東
亜
協
同
体
」
建
設
の
一
環
と
し
て
国
内
変
革
を
目
指
す
政
治
運
動

組
織
と
さ
れ
た
。
国
民
運
動
を
介
し
て
体
制
の
変
革
を
志
向
す
る
と
い
う
意
味
で
、
そ
れ
は
丸
山
真
男
の
い
う
「
下
か
ら
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

動
」
に
該
当
す
る
と
も
い
え
よ
う
。

　
そ
し
て
、
三
輪
は
「
新
体
制
」
確
立
の
た
め
に
は
「
国
民
生
活
が
…
…
切
下
げ
を
見
る
は
…
…
当
然
で
あ
る
」
と
、
生
活
刷
新
の
必
然
性
を

確
認
し
た
上
で
、
「
日
々
の
勤
労
と
生
活
の
中
に
政
治
と
の
具
体
的
な
繋
が
り
を
感
ず
る
」
こ
と
で
、
「
自
発
的
協
力
の
精
神
を
湧
き
起
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
」
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
生
活
緊
縮
の
も
た
ら
す
マ
イ
ナ
ス
効
果
を
、
政
治
的
な
目
的
意
識
を
付
与
す
る
こ
と
で
補
完
し
、
自
発
性
を

喚
起
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
そ
の
さ
い
国
家
に
よ
る
生
活
保
障
が
不
可
分
の
前
提
と
さ
れ
た
。
「
私
は
…
…
生
活
刷
新
の
必
要
性
を
高
く
評
価
す
る
…
…
と
同

時
に
最
低
生
活
保
障
の
確
立
を
強
く
主
張
す
る
」
。
こ
こ
で
三
輪
は
、
国
家
に
よ
る
「
戦
時
社
会
政
策
し
を
、
「
集
団
的
」
で
「
動
的
」
な
、
運
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動
そ
の
も
の
と
し
て
構
想
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
「
新
体
制
下
に
於
け
る
生
活
安
定
は
、
絶
対
に
安
逸
で
も
な
く
、
固
定
で
も
な
い
。

…
…
後
顧
の
憂
ひ
な
く
職
分
奉
公
に
専
心
し
得
る
と
い
ふ
意
味
の
動
的
な
安
定
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
「
集
団
的
な
、
或
は
祉
会
的
な
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

保
障
機
構
に
政
策
の
重
点
が
置
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
。
次
章
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
国
社
派
は
こ
れ
を
、
福
利
厚
生
運
動
を
通
し
て
追
求

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
国
家
に
よ
る
生
活
保
障
の
問
題
は
、
す
で
に
日
中
戦
争
前
夜
か
ら
、
「
体
位
向
上
運
動
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
一

九
三
八
年
「
月
の
厚
生
省
の
創
設
や
、
同
年
四
月
の
日
本
厚
生
協
会
の
設
立
は
、
そ
う
し
た
動
き
の
延
長
で
あ
り
、
戦
時
下
、
労
働
力
の
維

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

持
・
培
養
が
要
請
さ
れ
る
な
か
で
、
「
厚
生
運
動
」
の
展
開
へ
と
い
た
る
。
産
報
の
生
活
刷
新
運
動
に
お
い
て
も
、
事
業
主
の
行
う
べ
き
福
利

厚
生
事
業
と
し
て
、
共
同
炊
事
場
の
設
置
や
音
楽
奨
励
・
レ
コ
ー
ド
演
奏
・
舞
踊
・
民
謡
体
操
、
遠
足
・
ハ
イ
キ
ン
グ
・
登
山
・
ス
キ
ー
、
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

動
競
技
会
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
記
『
要
綱
』
で
も
、
労
働
問
題
の
核
心
は
労
働
力
の
維
持
・
培
養
で
あ
る
と
さ
れ
、
産
報
の

推
進
す
べ
き
事
業
に
「
厚
生
福
利
の
如
く
…
…
物
心
両
面
に
葺
っ
て
其
の
生
活
を
確
保
す
る
事
業
」
が
加
え
ら
れ
て
い
る
（
『
資
料
』
4
5
・
＝

七
頁
）
。
こ
う
し
た
動
向
を
う
け
て
、
一
九
四
〇
年
　
一
月
八
日
に
は
、
「
勤
労
精
神
を
確
立
し
其
の
福
祉
を
増
進
し
勤
労
の
根
基
を
育
成
培
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

す
る
」
こ
と
を
う
た
っ
た
「
勤
労
新
体
制
確
立
要
綱
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
る
（
『
資
料
騙
8
2
・
二
＝
頁
）
。
か
く
し
て
、
資
本
家
と
労
働
者
と
が

対
蒔
す
る
労
働
市
場
に
、
国
家
が
仲
介
者
と
し
て
介
入
す
る
の
で
は
な
く
、
労
働
力
の
再
生
産
と
い
う
、
そ
れ
ま
で
は
労
働
者
の
自
由
裁
量
に

ゆ
だ
ね
ら
れ
て
き
た
私
的
領
域
に
国
家
が
直
接
関
与
す
る
こ
と
で
、
生
活
の
上
か
ら
の
抑
制
と
下
か
ら
の
保
障
と
が
、
国
策
と
し
て
全
面
的
に

と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
産
報
運
動
は
、
日
中
戦
争
が
長
期
化
す
る
な
か
で
、
初
期
産
報
に
お
い
て
残
存
し
て
い
た
「
労
資
協
調
」
主
義
を
払
拭
す
る
形
で
再

編
さ
れ
た
。
「
労
資
協
調
」
主
義
は
、
労
働
組
合
と
資
本
家
と
の
交
渉
を
通
じ
て
富
の
分
配
量
（
賃
金
や
幅
利
施
設
な
ど
の
「
待
遇
」
）
を
決
定
す

る
が
、
分
配
さ
れ
た
あ
と
の
「
使
途
」
を
問
う
も
の
で
は
な
い
。
逆
に
、
「
使
途
」
が
不
問
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
富
の
分
配
量
が
争
点
と
し
て

浮
上
す
る
の
で
あ
る
。
国
家
に
よ
る
生
活
統
制
は
、
そ
う
し
た
「
使
途
」
そ
の
も
の
を
規
制
し
、
分
配
量
を
め
ぐ
る
労
資
の
利
害
対
立
を
無
効
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に
す
る
。
「
生
活
刷
新
班
」
に
よ
る
組
織
面
か
ら
の
「
労
資
一
体
」
化
は
、
労
働
組
合
を
前
提
に
し
た
政
策
と
は
両
立
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

初
期
産
報
と
再
編
産
報
と
の
段
階
差
は
、
こ
う
し
た
面
か
ら
把
握
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

①
　
兵
藤
釧
『
日
本
に
お
け
る
労
資
関
係
の
展
開
』
（
前
掲
）
。

②
掛
谷
宰
平
「
労
働
運
動
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
端
緒
的
形
成
－
日
本
主
義

　
労
働
運
動
の
成
立
を
中
心
に
一
」
（
『
立
命
館
文
学
』
一
九
六
八
年
七
月
号
）
参

　
照
。

③
林
博
史
・
三
輪
泰
史
・
洒
成
田
豊
各
前
掲
書
、
安
田
浩
コ
九
　
二
〇
年
代
に
お

　
け
る
労
働
政
策
の
変
容
」
（
前
掲
）
な
ど
参
照
。

④
拙
稿
「
社
会
大
衆
党
の
国
家
社
会
主
義
と
国
際
政
策
」
（
前
掲
）
、
六
六
頁
。

⑤
北
村
隆
「
産
量
・
官
界
・
財
界
・
労
働
界
」
（
『
資
料
』
付
録
、
一
九
八
じ
、

　
二
～
三
頁
。

⑥
内
務
省
警
保
局
『
社
会
運
動
の
状
況
』
（
以
下
『
状
況
輪
と
略
記
）
一
九
三
八

　
年
版
、
七
〇
四
頁
。

⑦
「
労
資
関
係
調
整
方
策
と
之
に
対
す
る
労
資
団
体
の
態
度
」
（
厚
生
省
労
働
局

　
『
労
働
時
報
』
一
九
三
八
・
八
）
、
…
一
一
頁
。

⑧
『
状
況
』
【
九
三
八
年
版
、
七
〇
五
頁
。

⑨
「
産
業
報
国
会
に
関
す
る
指
示
事
項
扁
（
『
労
働
』
王
二
入
号
、
一
九
三
八
二

　
一
・
一
）
五
頁
、
「
行
政
学
会
印
制
に
薩
県
会
結
成
」
（
『
労
働
』
三
三
九
号
、
一

　
九
三
九
・
｝
○
・
一
）
二
頁
な
ど
。

⑩
河
野
密
「
戦
略
労
働
国
策
と
産
業
報
国
運
動
」
（
『
帝
国
大
学
新
聞
』
七
三
三
号
、

　
一
九
三
八
・
九
二
【
六
）
、
三
頁
。

⑪
佐
口
和
郎
「
産
業
報
国
会
の
理
念
と
組
織
（
ユ
と
（
前
掲
）
　
六
頁
、
同
『
日

　
本
に
お
け
る
産
業
民
主
主
義
の
前
提
隔
（
前
掲
）
一
六
一
頁
・
【
六
六
頁
参
照
。

⑫
三
輪
泰
史
噌
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
労
働
運
動
』
（
前
掲
）
、
安
田
浩
＝
九
三
〇

　
年
代
に
お
け
る
労
働
政
策
の
変
容
」
（
前
掲
）
。

⑬
安
田
氏
が
初
期
魔
報
と
再
編
産
報
の
段
階
差
を
規
定
す
る
さ
い
、
そ
の
規
準
を

　
官
僚
の
構
想
に
も
と
め
、
労
働
者
側
の
動
向
を
重
視
し
な
い
の
も
、
氏
の
枠
組
み

　
と
無
関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
安
田
浩
「
官
僚
と
労
働
老
問
題
」
（
前
掲
）

　
参
照
。

⑭
三
輪
氏
は
、
労
働
紐
合
を
あ
え
て
解
散
さ
せ
た
理
由
と
し
て
「
利
用
す
る
に
足

　
る
ほ
ど
の
紐
織
的
内
実
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
」
と
嗣
産
報
　
本
建
輪
の
す

　
つ
き
り
し
た
形
に
し
た
が
っ
た
こ
と
扁
の
二
点
を
あ
げ
て
い
る
が
、
積
極
的
な
根

　
拠
と
は
い
え
な
い
。
王
輪
泰
史
「
戦
前
に
お
け
る
社
会
民
主
主
義
の
展
開
過
程
扁

　
（
『
歴
史
評
論
晒
三
八
○
、
㎝
九
八
い
）
、
四
五
頁
。

⑮
「
労
働
局
長
挨
拶
要
旨
」
（
『
労
働
時
報
輪
一
九
三
八
∴
二
）
、
二
〇
頁
。

⑯
　
　
『
第
七
五
回
帝
国
議
会
・
衆
議
院
予
算
委
員
会
議
録
』
（
第
一
類
第
六
号
）
、
一

　
三
頁
。

⑰
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
松
浦
正
孝
『
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
経
済
と
政
治
』

　
（
東
京
大
学
繊
版
会
、
～
九
九
五
）
が
参
考
に
な
る
。

⑱
産
報
の
生
活
刷
新
運
動
に
つ
い
て
は
、
桜
林
誠
『
産
業
報
国
会
の
組
織
と
機

　
能
』
（
前
掲
）
九
頁
、
安
田
浩
門
官
僚
と
労
働
者
問
題
」
（
前
掲
）
一
帰
　
三
七
頁
な
ど

　
に
、
言
及
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

⑲
「
国
民
精
神
総
動
員
非
常
時
財
政
経
済
へ
の
協
力
強
調
方
の
件
」
（
7
九
三

　
七
・
　
○
・
一
皿
、
吉
田
裕
・
吉
見
義
明
編
『
資
料
日
本
現
代
史
』
1
0
　
大
月
書

　
店
、
五
五
頁
）
な
ど
。

⑳
　
　
「
股
賑
産
業
労
務
者
銃
後
生
活
刷
新
に
関
す
る
実
施
要
綱
扁
（
『
労
働
時
報
』
　
一

　
九
三
八
・
一
〇
）
。

⑳
　
　
「
労
務
者
銃
後
生
活
脳
新
に
関
す
る
件
」
（
厚
生
省
労
働
周
長
、
明
労
働
時
報
』
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～
九
　
二
九
・
六
）
。

⑫
　
　
『
銃
後
生
活
刷
新
班
の
作
り
方
と
導
き
方
一
品
後
生
活
動
薪
運
動
教
程

　
1
』
（
厚
生
省
労
働
局
、
一
九
三
九
・
七
）
、
八
頁
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
「
産

　
業
報
国
運
動
資
料
」
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
、
以
下
M
F
と
略
記
）
・

　
，
ー
レ
6
。

⑳
　
以
上
、
『
銃
後
生
活
刷
新
班
の
作
り
方
と
轟
き
方
－
銃
後
翫
活
刷
新
運
動
教

　
程
－
』
（
同
右
）
。

⑳
　
桜
林
誠
『
麗
業
報
国
会
の
組
織
と
機
能
』
（
前
掲
）
、
九
頁
。

⑳
　
　
『
銃
後
生
活
刷
新
班
の
作
り
方
と
導
き
方
』
（
前
掲
）
、
二
〇
頁
。

⑳
　
荒
川
章
二
門
戦
時
下
の
労
働
者
統
合
」
（
前
掲
）
、
；
コ
頁
、
注
（
2
8
）
参
照
。

⑳
　
　
「
産
業
報
国
運
動
と
労
働
組
合
」
（
矧
経
済
情
報
・
政
経
篇
』
、
～
九
三
九
・
九
）
、

　
四
二
頁
。

⑳
　
座
談
会
「
近
衛
内
閣
と
新
国
民
組
織
の
構
想
」
（
凹
文
芸
春
秋
』
　
一
八
…
一
二
、

　
㎜
九
四
〇
・
九
）
、
　
…
七
山
ハ
W
只
。

⑳
　
座
談
会
「
国
内
の
現
実
を
打
開
せ
よ
」
（
『
文
芸
春
秋
』
　
　
八
－
一
、
　
【
九
四

　
〇
・
一
）
、
一
九
〇
頁
。

⑳
　
　
「
何
故
の
組
合
解
消
だ
」
（
『
労
働
隔
三
三
六
号
、
一
九
三
九
・
七
・
一
）
、
八

　
頁
。

⑳
　
　
「
新
政
治
体
制
と
国
民
再
組
織
の
方
向
」
（
糊
東
洋
経
済
新
報
隔
　
一
九
四
〇
・

　
七
・
二
〇
）
、
三
二
頁
。

⑫
　
座
談
会
「
近
衛
内
閣
と
薪
国
民
組
織
の
構
想
」
（
前
掲
）
、
一
七
五
頁
。

⑳
　
　
「
新
政
治
体
制
と
国
民
再
組
織
の
方
陶
」
（
前
掲
）
、
三
工
頁
。

⑳
　
丸
山
真
男
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
思
想
と
運
動
」
（
『
増
補
版
・
現
代
政
治
の
思

　
想
と
行
動
』
、
未
来
社
、
一
九
六
四
）
。
「
下
か
ら
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
偏
に
つ
い

　
て
は
、
須
崎
慎
一
門
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
試
論
」
（
日
本
現
代
史
研
究
会
編

　
『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
2
』
大
月
書
店
、
一
九
八
二
）
も
参
照
。

⑮
　
　
「
新
体
制
下
に
於
け
る
労
働
秩
序
」
（
咽
法
律
時
報
』
　
～
ニ
ー
一
〇
、
　
一
九
四

　
〇
・
一
〇
）
、
　
九
頁
。

⑯
　
　
「
新
体
鋼
と
国
民
生
活
」
（
噸
改
造
』
　
一
九
四
〇
・
九
）
、
三
六
頁
以
下
。

⑳
　
高
岡
裕
之
「
総
力
戦
と
都
市
一
厚
生
運
動
を
中
心
に
一
」
（
前
掲
）
参
照
。

魎
　
　
噌
銃
後
生
活
刷
新
班
の
作
り
方
と
滋
き
方
』
（
前
掲
）
、
｝
三
頁
。

⑳
　
そ
の
革
新
性
に
つ
い
て
は
、
佐
口
和
郎
門
産
業
報
国
会
の
理
念
と
組
織
（
2
）
」

　
（
前
掲
）
参
照
。
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第
二
章
　
　
「
勤
労
新
体
制
」
と
大
日
本
産
業
報
国
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
節
　
火
a
本
産
業
報
国
会
の
成
立

　
～
九
四
〇
年
一
一
月
、
「
勤
労
薪
体
制
確
立
要
綱
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、

た
。
こ
れ
を
う
け
て
、
産
報
連
盟
は
同
年
～
二
月
に
解
散
さ
れ
る
。

罪
報
運
動
の
中
央
組
織
と
し
て
大
日
本
産
業
報
国
会
が
設
立
さ
れ
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大
日
本
産
量
は
、
厚
生
大
臣
を
総
裁
と
し
、
会
長
に
は
関
西
経
済
界
の
重
鎮
平
生
釧
三
郎
が
、
そ
し
て
理
事
長
に
は
厚
生
官
僚
の
湯
沢
三
千

男
が
就
任
し
た
。
そ
の
他
、
役
員
に
は
顧
問
や
理
事
・
審
議
員
な
ど
、
総
勢
百
余
名
が
名
を
連
ね
た
が
、
大
半
は
官
僚
お
よ
び
企
業
関
係
者
に

よ
っ
て
し
め
ら
れ
、
労
働
界
か
ら
は
河
野
密
・
三
輪
寿
壮
（
理
事
）
・
亀
井
貫
一
郎
（
審
議
員
）
ら
国
社
派
と
、
松
本
勇
平
（
理
事
）
・
安
岡
正

篤
・
蓮
沼
門
三
（
審
議
員
）
ら
日
本
主
義
者
が
加
わ
っ
た
。
ま
た
、
協
調
会
関
係
者
と
し
て
は
、
町
田
辰
次
郎
（
理
事
）
と
田
沢
義
鋪
常
務
理
事

（
審
議
員
）
の
両
名
が
参
加
し
た
の
み
で
あ
っ
た
（
魍
資
料
嚇
8
5
・
二
二
二
頁
）
。

　
協
調
会
で
は
、
す
で
に
再
編
産
報
の
こ
ろ
か
ら
、
産
報
運
動
へ
の
合
流
に
よ
っ
て
協
調
会
を
解
散
す
べ
き
だ
と
す
る
解
散
論
と
、
協
調
会
独

自
の
役
割
ゆ
え
に
産
報
か
ら
分
離
す
べ
き
だ
と
す
る
存
続
論
と
の
対
立
が
深
刻
化
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
一
九
三
九
年
＝
一
月
の
理
事
会
で
、

同
会
が
産
報
と
は
別
個
に
存
続
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
に
お
よ
ん
で
、
解
散
派
の
町
田
辰
次
郎
常
務
理
事
が
同
質
を
退
き
、
か
わ
っ
て
存
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

派
の
田
沢
義
心
が
常
務
理
事
に
就
任
し
て
い
た
。
大
日
本
産
報
の
上
記
人
事
も
、
か
か
る
対
立
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　
協
調
会
を
離
脱
し
た
町
田
辰
次
郎
は
、
前
内
務
次
官
の
河
原
田
稼
吉
常
務
理
事
の
片
腕
と
し
て
活
躍
し
、
　
九
三
七
年
四
月
の
協
調
会
改
組

に
よ
っ
て
常
務
理
事
の
一
人
に
就
任
し
た
人
物
で
、
内
務
宮
僚
や
日
本
主
義
労
働
運
動
と
の
関
係
か
ら
、
精
神
主
義
を
強
調
す
る
立
場
に
あ
っ

②た
。
他
方
、
会
長
に
就
任
し
た
平
生
が
、
再
編
詳
報
の
参
与
を
引
き
受
け
る
さ
い
、
協
調
会
の
解
散
を
強
く
要
請
し
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
述

べ
た
。
今
回
、
大
日
本
産
報
の
会
長
に
就
任
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
平
生
は
「
其
了
解
の
下
に
承
諾
」
し
、
同
会
の
強
制
的
解
散
を
主
張
し
て

い
る
（
『
日
記
』
4
1
・
0
7
・
1
5
）
。
協
調
会
は
、
結
周
そ
の
後
も
存
続
し
、
独
自
の
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
以
上
の
こ
と
か
ら
、
大
B
本

産
報
が
協
調
会
と
の
関
係
を
精
算
し
、
初
期
産
報
と
は
異
な
っ
た
管
網
に
お
い
て
成
立
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
以
下
、

本
節
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
「
労
資
一
体
」
を
め
ぐ
る
新
た
な
対
立
の
始
点
と
な
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　
会
長
に
就
任
し
た
平
生
は
、
第
一
に
「
労
資
　
体
」
論
の
立
場
か
ら
労
働
組
合
を
否
定
し
、
福
利
厚
生
施
設
の
拡
充
を
重
視
し
て
い
た
。
そ

の
限
り
で
、
そ
れ
は
財
界
一
般
や
日
本
主
義
者
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
伊
藤
卯
四
郎
を
ド
イ
ツ
に
派
遣
し
、
ナ
チ
ス
の
労
働
政
策
を
視
察
さ

せ
た
平
生
は
、
日
本
製
鉄
で
産
業
報
国
会
を
結
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
日
鉄
の
従
業
員
組
合
を
解
散
さ
せ
て
い
る
（
『
日
記
賑
3
8
・
0
8
・
1
6
、
1
2
・85 （85）



③2
3
）
。
ま
た
、
社
大
農
か
ら
分
裂
し
た
右
派
1
1
総
同
盟
の
勤
労
国
民
党
が
、
内
務
省
に
よ
っ
て
結
社
を
禁
止
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
同
省

の
処
置
を
高
く
評
価
し
て
い
る
（
『
日
記
』
4
0
・
0
5
・
0
8
）
。
し
か
し
、
平
生
の
立
場
は
、
以
下
の
よ
う
に
内
務
省
や
財
界
一
般
の
そ
れ
と
は
決
定
的

に
異
な
っ
て
い
た
。

　
一
九
四
〇
年
九
月
、
重
工
業
部
門
を
中
心
に
重
要
産
業
統
制
団
体
懇
談
会
（
重
産
懇
・
の
ち
重
要
産
業
協
議
会
と
改
称
）
が
結
成
さ
れ
る
が
、
平

生
は
そ
の
初
代
会
長
に
就
任
し
て
い
る
。
重
産
懇
は
、
金
融
業
者
や
財
界
世
話
人
な
ど
を
中
心
と
し
た
財
界
主
流
派
の
日
本
経
済
連
盟
会
か
ら

組
織
的
に
独
立
し
、
当
時
主
流
派
の
攻
撃
す
る
経
済
薪
体
制
論
に
対
し
て
も
、
公
益
を
優
先
さ
せ
る
立
場
か
ら
、
所
有
と
経
営
の
分
離
や
利
潤

統
制
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
協
力
的
で
あ
っ
た
。
む
ろ
ん
そ
れ
は
、
私
的
利
潤
を
全
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
私
益
と
公
益
の
一
致
と
い

う
枠
内
で
の
協
力
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
利
潤
統
制
を
「
ア
カ
」
で
あ
る
と
断
罪
し
、
私
的
利
潤
の
島
町
侵
性
を
ゆ
ず
ら
な
い
財
界
主
流
派
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

は
異
質
な
、
「
財
界
修
正
派
」
ま
た
は
「
財
界
革
新
派
」
と
も
言
う
べ
き
グ
ル
ー
プ
の
成
立
を
意
味
し
て
い
た
。
平
生
が
、
「
岸
・
椎
名
・
甲
田

（
神
田
？
…
…
引
用
者
）
・
美
濃
部
」
ら
「
革
毅
官
僚
」
を
「
進
歩
派
の
人
々
」
と
高
く
評
価
し
（
『
日
記
』
4
2
・
0
2
・
2
1
）
、
の
ち
に
丁
丁
理
事
長
に

な
る
小
畑
忠
良
企
画
院
次
長
と
親
交
を
開
始
す
る
の
も
（
『
日
記
』
4
0
・
0
9
・
2
6
）
、
こ
う
し
た
「
財
界
修
正
派
」
と
し
て
の
公
益
優
先
の
立
場
を
反

映
し
て
い
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
に
、
平
生
の
「
労
資
～
体
」
論
も
財
界
主
流
派
や
日
本
主
義
者
と
は
異
な
り
、
資
本
家
や
国
家
に
よ
る
一
方
的
な
労
務
管
理
を
否

定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
平
生
は
産
報
運
動
を
、
「
弱
者
た
る
勤
労
者
の
福
利
を
図
ら
ん
と
す
る
」
も
の
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
（
『
日
記
臨

4
2
・
0
2
・
2
9
）
。
そ
の
さ
い
、
平
生
が
重
視
し
た
の
が
、
労
働
側
の
人
脈
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
日
本
産
茶
の
設
立
に
先
だ
っ
て
、
そ
の

準
備
委
員
会
の
座
長
に
な
っ
た
さ
い
、
委
員
の
顔
触
れ
に
つ
い
て
平
生
は
次
の
よ
う
な
感
想
を
も
ら
し
て
い
る
。
「
準
備
委
員
の
選
定
に
つ
き

…
…
労
働
者
代
表
の
衆
議
院
議
員
の
…
…
数
を
減
ぜ
ん
と
す
る
の
意
向
…
…
は
彼
等
を
多
数
加
ふ
る
と
き
は
右
傾
連
を
激
昂
せ
し
め
妨
害
を
加

へ
ら
る
る
の
恐
あ
り
と
の
理
由
な
り
、
笑
止
千
万
と
い
ふ
べ
し
」
（
噸
日
記
』
4
0
・
1
0
・
2
6
）
。

　
か
く
し
て
結
成
さ
れ
た
大
日
本
産
報
は
、
中
央
事
務
局
の
厚
生
局
に
、
周
長
の
三
輪
寿
壮
を
は
じ
め
、
文
化
部
長
の
坂
本
勝
、
同
副
部
長
の
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菊
川
忠
雄
と
い
っ
た
国
社
派
の
人
脈
を
配
す
る
構
成
と
な
っ
て
い
た
。

　
戦
時
経
済
統
制
の
進
展
に
よ
り
、
従
業
者
雇
入
制
限
令
・
工
場
就
業
時
間
制
限
令
・
賃
金
統
制
令
と
い
っ
た
労
働
統
制
法
規
が
公
布
さ
れ
る

が
、
な
か
で
も
賃
金
統
制
令
が
労
働
者
に
と
っ
て
決
定
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
労
働
者
の
生
活
が
、

賃
金
増
額
と
い
う
回
路
に
よ
っ
て
は
、
も
は
や
保
障
し
え
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
菊
川
患
雄
は
「
配
給
施
設
、
住
宅
、

教
育
、
保
健
、
其
他
の
厚
生
施
設
」
な
ど
の
条
件
が
み
た
さ
れ
る
場
合
は
「
低
賃
金
と
い
ふ
如
き
結
論
に
到
達
す
る
こ
と
も
あ
る
」
と
述
べ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

低
賃
金
を
甘
受
す
る
代
償
と
し
て
、
福
利
厚
生
施
設
の
充
実
を
強
調
し
て
い
る
。
厚
生
局
に
国
社
派
の
人
脈
が
集
結
し
た
の
も
、
そ
う
し
た
事

晴
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
さ
い
、
厚
生
局
が
重
視
し
た
の
は
、
前
章
で
見
た
三
輪
の
構
想
に
従
い
、
生
活
保
障
の
問
題
を
、
運
動
そ
の
も
の
と
し
て
と
り
あ
げ
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
職
場
で
広
範
囲
の
「
福
利
厚
生
運
動
偏
を
組
織
し
、
職
場
と
生
活
と
を
一
体
化
す
る
こ
と
で
、
国
民
の
政
治
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

な
活
力
を
動
員
す
る
の
で
あ
る
。
周
長
の
三
輪
は
、
ナ
チ
ス
労
働
戦
線
の
K
・
d
・
F
（
「
歓
喜
力
行
団
」
）
の
活
動
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

「
仕
事
」
が
「
運
動
、
娯
楽
、
教
養
」
と
不
可
分
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、
文
化
部
長
の
坂
本
は
、
三
輪
と
岡
様
、
「
K
・
D
・

F
に
当
る
の
は
、
大
体
厚
生
周
の
運
動
で
あ
る
」
と
規
定
し
、
「
旅
行
部
・
遠
足
部
・
ス
ポ
ー
ツ
部
」
な
ど
を
擁
し
た
K
・
d
・
F
を
模
範
と
し

　
　
⑧

て
い
る
。
副
部
長
の
菊
川
も
、
「
運
動
会
、
慰
安
会
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
家
族
慰
安
会
」
な
ど
を
含
め
た
「
職
場
に
於
け
る
団
体
生
活
」
を
重
視

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

し
、
次
の
よ
う
な
事
例
を
あ
げ
て
い
る
。

ω
　
購
買
部
を
設
け
て
日
用
品
を
安
く
購
入
で
き
る
よ
う
に
し
た
が
、
購
買
部
か
ら
買
っ
た
も
の
を
転
売
し
て
浪
費
す
る
だ
け
な
の
で
、
結
局
「
従
業
員

　
の
生
活
の
刷
新
を
し
な
け
れ
ば
…
…
却
っ
て
悪
い
結
果
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
「
全
員
の
申
合
せ
」
に
よ
っ
て
生
活
の
建
て
直
し
を
や
っ
た

　
結
果
、
職
場
が
明
る
く
な
り
規
律
も
で
き
て
、
自
然
と
能
率
が
あ
が
っ
た
。

②
　
社
長
や
職
長
が
従
業
員
よ
り
早
く
出
勤
し
て
仕
事
の
段
取
り
を
し
、
従
業
員
が
そ
ろ
う
と
朝
の
行
事
を
や
っ
て
仕
事
に
と
り
か
か
る
と
い
う
形
に
し

　
た
結
果
、
今
ま
で
の
一
〇
時
間
の
作
業
が
七
、
八
時
間
で
か
た
つ
く
様
に
な
っ
た
。
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こ
こ
か
ら
は
、
国
社
派
が
第
　
に
、
福
利
厚
生
と
生
活
刷
新
と
が
不
可
分
で
あ
り
、
「
申
合
せ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
生
活
刷
新
班
」
が
従
業
員

と
の
接
点
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
第
二
に
、
「
労
資
一
体
」
が
一
方
的
な
労
務
管
理
で
は
な
く
、
出
勤
時
間
や
朝
の

行
事
を
通
し
て
、
事
業
主
や
管
理
者
層
を
も
拘
束
す
る
も
の
と
見
な
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
そ
し
て
、
こ
の
厚
生
局
文
化
部
の
発
行
し
た
機
関
紙
が
『
産
業
報
国
新
聞
』
で
あ
る
。
岡
薪
聞
は
、
一
九
四
一
年
三
月
　
五
臼
を
第
一
号
と

し
、
毎
月
一
日
と
一
五
日
の
二
回
を
原
期
と
し
て
発
行
さ
れ
た
が
、
一
九
四
一
年
の
末
に
は
廃
刊
さ
れ
た
模
様
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
後
述
す
る

「
ア
カ
」
攻
撃
と
無
関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
新
聞
の
論
調
か
ら
、
厚
生
局
に
集
結
し
た
国
社
派
の
問
題
意

識
と
、
産
報
運
動
の
実
態
を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
以
下
、
出
典
は
号
数
・
頁
数
で
示
す
）
。

　
『
産
業
報
国
新
聞
』
の
論
調
と
し
て
、
第
一
に
確
認
す
べ
き
点
は
、
「
勤
労
新
体
制
」
を
実
現
す
る
要
諦
と
し
て
、
や
は
り
「
福
利
厚
生
運

動
」
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
生
産
力
拡
充
を
実
現
す
る
に
は
、
労
働
が
「
苦
痛
」
の
対
象
と
し
て
で
は
な
く
、
大
日
本
干
瓢
の

「
創
立
宣
言
」
に
あ
る
よ
う
に
（
『
資
料
』
8
5
・
ニ
ニ
ニ
頁
）
、
「
勤
労
は
奉
仕
な
り
、
歓
喜
な
り
、
栄
誉
な
り
、
手
段
に
非
ず
し
て
目
的
な
り
」

と
位
置
づ
け
な
お
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
（
三
号
・
二
頁
「
主
張
」
）
、
そ
の
た
め
に
は
、
「
産
報
の
厚
生
運
動
」
に
よ
っ
て
「
健
全
な
笑
ひ
の
あ
る

生
活
」
を
確
保
し
、
「
強
壮
な
国
民
の
活
動
力
偏
を
引
き
出
す
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
（
六
号
・
一
頁
「
主
張
」
）
。
か
か
る
趣
旨
に
も
と
づ
い
て
、

文
化
部
は
「
音
楽
と
体
操
の
競
技
を
主
と
し
た
厚
生
大
会
」
を
企
画
し
（
二
号
・
一
頁
）
、
東
京
で
は
～
九
四
一
年
三
月
二
五
日
に
、
産
報
連
合

会
の
主
催
で
、
「
帝
都
初
の
厚
生
大
会
」
が
「
各
工
場
の
労
務
者
関
係
扁
の
出
演
を
え
て
開
催
さ
れ
た
（
～
二
号
二
貢
）
。
神
奈
川
県
産
報
連
合

会
で
も
、
「
福
利
厚
生
方
面
の
事
業
」
に
積
極
的
で
、
厚
生
大
会
や
街
頭
行
進
な
ど
、
＝
歩
進
ん
だ
長
講
運
動
」
を
展
開
し
て
い
る
と
い
う

（
四
号
・
二
頁
）
。
そ
の
他
、
中
央
で
は
「
産
報
文
化
尖
兵
隊
」
が
組
織
さ
れ
た
ほ
か
（
六
号
二
頁
）
、
「
勤
労
は
歓
喜
だ
」
と
題
し
て
十
五
分

程
度
の
映
画
が
作
成
さ
れ
、
「
職
場
の
催
し
に
は
是
非
添
へ
た
い
一
巻
」
と
し
て
推
薦
さ
れ
て
い
る
。
映
画
の
あ
ら
す
じ
は
、
産
業
組
織
に
関

す
る
独
・
仏
の
優
劣
比
較
に
は
じ
ま
り
、
東
亜
新
秩
序
の
建
設
を
ふ
ま
え
て
産
報
運
動
の
紹
介
へ
と
い
た
る
も
の
で
、
政
治
的
目
的
を
再
認
識

さ
せ
る
構
成
と
な
っ
て
い
た
（
三
号
・
四
頁
）
。
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産業報国運動の展開（及川）

　
『
産
業
報
国
新
聞
軸
の
論
調
と
し
て
第
二
に
確
認
す
べ
き
点
は
、
産
報
運
動
の
推
進
に
あ
た
っ
て
、
事
業
主
を
は
じ
め
と
し
た
「
指
導
者
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
役
割
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
誌
上
で
は
、
菊
川
ら
に
よ
る
模
範
的
産
報
の
紹
介
記
事
が
連
載
さ
れ
て
い
る
が
、
果
報
の
先
進
地

域
と
し
て
名
高
い
愛
知
県
で
は
、
「
事
業
主
の
教
養
訓
練
漏
に
力
が
注
が
れ
、
「
二
幅
連
が
結
成
さ
れ
て
以
来
の
第
一
年
度
扁
に
、
講
習
会
が
三

十
数
回
開
か
れ
た
と
い
う
（
二
号
・
二
日
目
。
ま
た
、
東
京
で
も
一
九
四
〇
年
　
月
以
来
、
三
泊
四
日
程
度
の
「
講
習
会
」
が
、
「
事
業
主
達
に

対
し
て
は
前
後
十
回
、
労
務
管
理
の
任
に
あ
る
役
員
に
対
し
て
は
三
回
、
労
務
者
役
員
に
対
し
て
三
回
…
…
技
術
者
と
し
て
の
役
員
に
は
三
回

…
…
役
員
た
る
一
般
労
務
者
に
対
し
て
は
六
回
…
…
総
計
二
十
二
回
目
開
か
れ
た
（
　
号
・
二
頁
）
。
京
都
府
の
一
九
四
～
年
度
の
「
事
業
計

画
」
で
も
、
「
事
業
主
講
習
会
」
が
計
一
五
回
予
定
さ
れ
て
い
る
（
盤
面
）
。

　
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
同
誌
で
は
、
よ
り
効
果
的
な
組
織
形
態
と
し
て
、
兵
庫
県
の
久
保
田
鉄
工
所
産
報
会
で
採
用
さ
れ
た
「
部
隊
編
成
偏
組

織
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
厚
生
省
労
政
課
が
「
模
範
中
の
模
範
」
と
し
て
推
奨
し
て
い
る
こ
の
事
例
は
、
産
報
を
「
本
部
」
・
「
幕
僚

部
」
・
「
第
一
－
第
六
部
隊
」
に
わ
け
、
「
本
部
」
に
は
会
長
・
工
場
長
・
庶
務
主
任
を
そ
れ
ぞ
れ
「
本
部
長
偏
・
「
副
長
」
・
「
本
部
附
」
と
し
て

配
置
し
、
「
幕
僚
部
」
に
は
薩
長
と
社
員
が
「
世
話
役
」
に
、
そ
し
て
各
部
隊
に
は
作
業
の
係
長
が
「
部
隊
長
」
と
な
り
、
そ
の
も
と
に
隊

長
・
班
長
を
お
い
て
、
一
班
を
十
二
・
型
名
で
構
成
す
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
組
織
形
態
は
、
前
述
し
た
「
生
活
刷
新
班
」

と
共
通
し
、
の
ち
に
「
部
隊
組
織
－
五
人
組
制
」
と
し
て
正
式
採
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
ね
ら
い
は
、
同
鉄
工
所
に
よ
れ
ば
「
職
場

の
作
業
責
任
者
と
部
隊
の
責
任
者
と
を
～
致
さ
せ
て
工
場
の
作
業
と
産
報
の
活
動
と
を
完
全
に
　
致
さ
せ
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
工
場
長
の

指
揮
下
に
…
…
教
養
体
育
、
福
利
共
済
、
保
健
衛
生
、
能
率
増
進
、
慰
安
娯
楽
、
生
活
刷
新
、
家
庭
指
導
な
ど
の
事
業
」
を
推
進
し
、
「
家
庭

と
職
場
を
結
び
つ
け
職
場
対
家
庭
閥
の
連
絡
を
密
に
」
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
（
七
号
・
二
頁
）
。

　
こ
の
よ
う
に
、
国
社
派
が
産
報
に
期
待
し
て
い
た
の
は
、
「
生
活
励
新
霊
」
を
通
じ
て
職
場
組
織
と
産
報
組
織
と
を
一
体
化
さ
せ
、
諸
般
の

福
利
厚
生
運
動
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
資
本
家
サ
イ
ド
を
も
拘
束
す
る
政
治
運
動
を
組
織
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
各
事
例
紹
介
に
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
産
報
運
動
の
実
態
を
一
定
程
度
反
映
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
対
し
て
、
事
業
主
を
は
じ
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め
工
場
長
や
社
員
ら
管
理
者
層
か
ら
の
抵
抗
が
顕
在
化
す
る
。
例
え
ば
、
日
本
製
鉄
株
式
会
社
で
は
、
運
動
会
を
は
じ
め
と
し
た
あ
ら
ゆ
る
催

し
物
に
「
上
の
方
の
人
」
や
「
学
校
出
の
人
々
」
が
参
加
せ
ず
、
「
産
業
報
国
会
の
精
神
に
副
ひ
得
な
い
」
状
態
が
、
懇
談
会
の
席
上
で
問
題

視
さ
れ
て
い
る
。
同
会
で
は
、
こ
う
し
た
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
に
対
し
て
、
「
日
曜
臼
に
し
て
も
、
参
加
せ
ぬ
者
は
欠
勤
に
扱
ふ
」
な
ど
の
強
制
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

段
が
、
従
業
員
側
か
ら
発
案
さ
れ
て
い
る
。
管
理
者
層
の
抵
抗
は
、
運
動
の
圧
力
に
よ
っ
て
、
日
常
生
活
に
お
い
て
ま
で
「
指
導
者
」
と
し
て

動
員
さ
れ
、
労
働
者
と
行
動
を
と
も
に
す
る
こ
と
へ
の
拒
否
反
応
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
産

報
運
動
の
展
開
が
決
し
て
、
宮
僚
や
資
本
家
に
よ
る
一
方
的
な
労
働
統
制
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
管
理
者
側
の
抵
抗
を
代
弁
し
た
の
が
、
財
界
主
流
派
の
拠
点
と
な
っ
た
全
産
連
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
、
労
働
組
合

法
阻
止
の
た
め
一
九
三
一
年
に
結
成
さ
れ
た
全
血
忌
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
初
期
産
報
に
対
し
て
は
、
福
利
厚
生
と
精
神
運
動
と
を
重
視
し
、

「
労
資
協
調
」
主
義
的
な
厚
生
省
の
方
針
を
批
判
し
て
い
た
。
し
か
し
、
再
編
産
報
の
段
階
に
な
っ
て
、
労
働
組
合
が
解
散
さ
れ
て
以
後
も
批

判
活
動
を
続
け
、
～
九
四
〇
年
一
二
月
に
は
産
報
協
力
委
員
会
を
結
成
す
る
に
い
た
る
。
こ
れ
は
、
日
本
主
義
労
働
運
動
の
西
山
仁
三
郎
と
高

山
久
蔵
が
、
全
産
連
常
務
理
事
膳
桂
之
助
や
飼
書
記
長
森
田
良
雄
、
三
井
鉱
山
労
務
部
長
の
深
川
正
夫
、
京
王
電
鉄
社
長
の
箆
正
太
郎
ら
財
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

主
流
派
の
四
人
と
協
議
し
、
う
ち
西
山
・
高
山
・
森
田
の
三
名
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
し
た
、
日
本
主
義
的
な
産
報
批
判
組
織
で
あ
る
。

　
財
界
主
流
派
が
産
報
を
批
判
す
る
論
点
は
、
第
一
に
国
家
統
制
に
対
す
る
企
業
経
営
の
自
主
性
確
保
と
い
う
周
知
の
問
題
で
あ
る
（
『
資
料
』

7
6
・
一
九
三
頁
）
。
し
か
し
、
第
二
に
、
こ
の
時
期
の
財
界
主
流
派
の
主
張
と
し
て
よ
り
注
目
す
べ
き
点
は
、
福
利
厚
生
運
動
そ
の
も
の
に
対
す

る
批
判
で
あ
っ
た
。
そ
の
さ
い
論
拠
と
さ
れ
た
の
が
、
「
家
庭
」
と
い
う
私
的
領
域
の
不
可
侵
性
で
あ
る
。

　
全
産
連
書
記
長
の
森
田
良
雄
は
、
賃
金
統
制
令
を
契
機
と
し
た
福
利
厚
生
運
動
の
隆
盛
を
、
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。
「
厚
生
運
動
と

云
ふ
と
…
…
総
て
団
体
的
に
訓
練
す
る
、
街
頭
に
出
て
一
緒
に
や
る
…
…
と
云
ふ
様
な
点
に
の
み
重
点
が
置
か
れ
易
い
」
。
し
か
し
、
「
家
庭
を

持
っ
て
居
る
中
年
層
の
者
」
に
と
っ
て
は
「
家
庭
の
雰
囲
気
に
浸
っ
て
楽
し
む
…
…
こ
と
が
よ
り
大
き
な
慰
安
で
あ
り
、
娯
楽
で
あ
る
」
。
「
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

来
の
日
本
の
真
の
姿
で
あ
る
、
家
庭
を
培
っ
て
行
く
…
…
こ
と
が
、
厚
生
運
動
に
取
っ
て
大
切
だ
と
思
ふ
」
。
ま
た
、
同
じ
こ
ろ
、
全
心
連
の
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産業報国運動の展開（及川）

『
会
報
』
に
載
せ
ら
れ
た
荒
川
卓
次
郎
の
「
家
庭
に
還
れ
」
と
題
す
る
記
事
も
、
森
田
と
同
様
の
観
点
か
ら
福
利
厚
生
運
動
を
批
判
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
マ
マ

「
支
那
事
変
が
初
っ
て
以
来
…
…
『
ク
ラ
ブ
』
が
あ
る
。
『
グ
ラ
ウ
ン
ド
』
が
あ
る
。
…
…
『
ピ
ク
ニ
ッ
ク
』
『
ハ
イ
キ
ン
グ
』
お
茶
よ
お
華
よ

と
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
文
化
施
設
は
こ
れ
備
は
れ
り
と
云
っ
た
有
様
」
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
「
家
庭
を
無
視
す
る
」
と
い
う
「
恐
る
べ
き
害

悪
」
が
内
包
さ
れ
て
い
る
。
荒
川
に
と
っ
て
、
「
家
族
制
度
と
福
利
施
設
の
結
び
着
き
こ
そ
日
本
に
於
け
る
特
異
の
範
型
」
で
あ
り
、
家
庭
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

「
慰
安
の
『
オ
ア
シ
ス
ヒ
で
あ
り
「
国
民
を
作
り
あ
げ
る
…
…
道
場
」
で
あ
っ
た
。

　
賃
金
統
制
令
を
契
機
に
、
労
働
側
か
ら
福
利
厚
生
運
動
が
展
開
さ
れ
る
な
か
で
、
そ
れ
ま
で
福
利
厚
生
施
設
を
重
視
し
て
き
た
財
界
主
流
派

か
ら
、
以
上
の
よ
う
な
批
判
が
出
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
従
来
、
企
業
経
営
の
「
家
族
主
義
」
も
し
く
は
「
事
業
一
家
」
の
理
念

は
、
「
職
場
」
に
お
け
る
家
父
長
的
な
「
温
情
主
義
」
と
し
て
一
括
さ
れ
、
「
労
資
一
体
偏
理
念
も
、
そ
の
延
長
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。

大
経
営
に
お
け
る
福
利
施
設
の
充
実
と
い
う
、
一
九
二
〇
年
代
を
通
し
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
方
式
も
、
そ
う
し
た
理
念
を
背
景
に
成
立
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
視
点
を
あ
く
ま
で
も
「
職
場
」
（
労
資
関
係
）
に
限
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
再
編
産
報
以
降
の
福
利
厚
生
運
動
の
隆
盛

も
、
そ
う
し
た
文
脈
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
戦
時
下
、
生
活
統
制
を
背
景
に
同
運
動
が
も
っ
た
置

有
の
文
脈
を
看
過
す
る
も
の
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

　
従
来
の
福
利
施
設
は
、
「
家
庭
」
と
い
う
独
自
の
領
域
と
相
互
補
完
的
な
関
係
に
あ
っ
た
。
大
B
本
産
報
の
錬
成
局
長
と
し
て
前
記
の
産
報

協
力
委
員
会
に
関
わ
っ
た
深
川
正
夫
は
、
三
井
鉱
山
で
の
労
務
管
理
の
経
験
を
ふ
ま
え
、
「
清
潔
な
社
宅
を
造
っ
て
や
り
…
…
よ
き
家
庭
を
與

へ
る
こ
と
な
し
に
、
産
業
の
繁
栄
を
語
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
断
言
す
る
。
深
川
は
、
女
性
の
坑
内
就
労
禁
止
や
、
昭
和
恐
慌
下
の
女
性
の

優
先
的
な
解
雇
な
ど
に
よ
っ
て
、
「
主
婦
が
家
庭
に
」
い
つ
き
「
家
事
が
行
き
届
く
や
う
に
」
な
っ
た
た
め
、
「
男
の
能
率
…
…
が
非
常
に
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
⑮

昇
」
し
た
と
、
な
か
ば
誇
ら
し
げ
に
回
想
し
て
い
る
。
逆
に
、
「
主
婦
の
炊
事
の
労
」
を
省
く
「
家
族
合
宿
」
の
企
画
は
、
「
家
庭
か
ら
竈
を
奪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ふ
」
た
め
家
庭
の
結
合
を
弱
め
、
「
家
族
を
基
本
と
し
て
立
っ
て
い
る
」
日
本
の
国
柄
に
は
不
適
当
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
財
界
主
流
派
に
と
っ

て
、
「
家
庭
」
は
ま
さ
に
不
可
侵
な
領
域
な
の
で
あ
っ
た
。
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し
か
も
、
こ
う
し
た
発
想
は
、
資
本
家
側
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
労
働
者
側
に
お
い
て
も
、
「
労
資
協
調
」
主
義
を
か
か
げ
る

右
派
調
総
同
盟
が
、
猛
毒
の
認
識
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
総
同
盟
は
『
労
働
』
誌
上
で
、
福
利
厚
生
運
動
の
隆
盛
を
批
判
し
、

「
欧
米
の
厚
生
運
動
は
余
暇
の
利
用
乃
至
善
導
の
意
味
が
棚
当
強
い
」
が
、
「
余
暇
の
な
い
日
本
の
厚
生
運
動
は
相
当
の
矛
盾
が
あ
る
」
と
主

　
　
　
　
⑰

直
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
福
利
厚
生
運
動
は
、
労
働
時
問
の
短
縮
を
前
提
に
し
な
い
限
り
、
余
暇
を
蚕
食
す
る
だ
け
で
あ
る
と
い
う
わ
け
だ

が
、
こ
の
労
働
時
聞
短
縮
と
い
う
年
来
の
主
張
に
は
、
「
家
庭
」
維
持
の
主
張
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
。
「
労
働
時
間
が
今
日
の
や
う
に
長
く
て
は
、

子
供
も
主
婦
も
、
家
庭
全
体
が
、
暗
い
、
憂
歪
な
気
持
で
暮
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
。
「
主
婦
だ
っ
て
、
毎
晩
～
家
団
樂
出
来
た
ら
、
ド
ン

な
に
幸
福
で
せ
う
」
。
「
労
働
婦
人
の
場
合
と
て
も
…
…
い
つ
れ
は
結
婚
し
…
…
主
婦
と
な
る
身
が
夜
業
ば
か
り
や
っ
て
い
た
の
で
は
、
何
の
勉

強
も
出
来
ま
せ
ん
。
又
将
来
の
母
性
と
し
て
、
健
康
を
維
持
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
…
…
今
の
状
態
は
寒
心
に
堪
へ
ま
せ
ん
」
。
こ
の
よ
う
に
、
労

働
時
間
の
短
縮
は
、
「
主
婦
」
に
は
コ
家
団
樂
」
の
時
間
を
、
ま
た
「
労
働
婦
人
」
に
は
「
花
嫁
修
業
扁
の
時
間
と
「
母
性
」
と
を
保
障
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

る
不
可
欠
な
労
働
条
件
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
労
資
協
調
」
主
義
に
立
脚
す
る
総
岡
盟
の
論
調
の
背
景
に
、
財
界
主
流

派
の
「
労
資
一
体
」
論
と
通
津
す
る
「
家
庭
」
重
視
の
姿
勢
が
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
家
族
賃
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

制
度
（
生
活
給
）
の
成
立
を
ふ
く
め
、
戦
後
へ
の
伏
線
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
他
方
、
厚
生
局
に
集
結
し
た
国
社
派
の
「
労
資
～
体
」
論
は
、
こ
れ
と
は
明
ら
か
に
異
質
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
労
働
力
の
再
生
産

を
「
家
庭
」
に
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、
国
家
の
も
と
に
「
家
庭
」
と
「
職
場
」
と
を
一
体
化
し
、
保
険
や
医
療
に
は
じ
ま
り
、
娯
楽
・
慰
安

に
い
た
る
ま
で
、
お
よ
そ
労
働
力
の
再
生
産
に
か
か
わ
る
全
て
の
事
項
を
そ
こ
で
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
り
、
「
国
民
生
活
の
う
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
社
会
生
活
に
属
す
る
領
域
を
出
来
る
だ
け
拡
大
し
…
…
政
治
力
に
集
結
す
る
」
運
動
で
あ
っ
た
。
三
輪
は
「
家
に
あ
る
家
族
は
そ
れ
よ
り
前

に
国
民
の
一
員
」
で
あ
り
、
「
従
業
者
が
…
…
全
国
的
組
織
に
編
入
せ
ら
る
る
と
い
ふ
こ
と
は
『
事
業
一
家
』
の
建
前
と
何
ら
矛
盾
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

で
は
な
い
」
と
断
言
す
る
。
か
く
し
て
、
厚
生
局
の
生
活
指
導
部
で
は
、
主
婦
を
ふ
く
め
た
女
性
の
戦
時
動
員
運
動
な
ど
が
推
進
さ
れ
て
い
く
。

　
こ
の
よ
う
に
、
視
点
を
「
職
場
」
に
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、
「
職
場
」
と
「
家
庭
」
の
関
係
と
い
う
点
に
移
せ
ば
、
国
社
派
の
「
労
資
一
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体
」
論
が
、
そ
れ
ま
で
の
大
経
営
を
中
心
と
し
た
財
界
主
流
派
の
「
労
資
一
体
」
論
や
、
右
派
1
1
総
同
盟
の
「
労
資
協
調
」
主
義
と
異
な
る
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
労
働
力
の
再
生
産
（
1
1
「
家
庭
」
）
と
い
う
問
題
に
視
野
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
「
労
資
～
体
」
論
の
内

部
分
化
や
総
同
盟
と
財
界
主
流
派
と
の
親
和
性
、
そ
し
て
産
報
運
動
の
こ
の
時
期
に
固
有
な
展
開
が
、
は
じ
め
て
見
え
て
来
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
再
編
産
報
か
ら
大
日
本
産
報
に
い
た
る
罪
報
運
動
の
特
徴
と
し
て
、
次
の
三
点
を
確
認
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
第
一
に
、
生
活
統

制
を
通
じ
て
、
国
家
・
資
本
家
・
労
働
者
の
三
者
関
係
が
、
「
労
資
協
調
」
的
な
も
の
か
ら
「
労
資
｝
体
」
的
な
も
の
へ
と
実
質
的
に
転
換
し

た
こ
と
、
そ
の
過
程
で
第
二
に
、
賃
金
と
福
利
厚
生
と
い
う
初
期
産
報
段
階
の
争
点
が
、
福
利
厚
生
の
あ
り
か
た
そ
の
も
の
を
め
ぐ
る
争
点
に

転
換
し
た
こ
と
、
そ
の
結
果
第
三
に
、
財
界
・
労
働
界
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
対
立
が
顕
在
化
し
、
階
級
を
縦
断
し
た
対
立
構
図
が
形
成
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
生
活
レ
ベ
ル
で
の
国
家
統
制
を
支
え
る
、
い
わ
ば
「
国
家
社
会
主
義
的
な
労
資
一
体
論
」
と
、
あ
く
ま
で
も
「
職
場
」

や
「
家
庭
」
の
自
律
性
を
重
視
す
る
、
そ
の
限
り
で
「
自
由
主
義
的
な
労
資
一
体
論
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
（
そ
こ
に
は
日
本
主
義
ま
で
も
が
含

ま
れ
る
）
と
の
対
立
と
い
う
、
新
た
な
段
階
へ
の
移
行
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
日
中
戦
争
を
め
ぐ
る
時
局
は
、
一
九
四
一
年
七
月
の
南
部
仏
印
進
駐
と
八
月
目
ア
メ
リ
カ
対
日
石
油
禁
輸
か
ら
、
九
月
六
日
の
「
帝

国
国
策
遂
行
要
領
」
決
定
へ
と
い
た
り
、
対
米
英
聖
戦
の
準
備
完
成
が
急
が
れ
た
。
労
働
力
動
員
も
農
村
補
給
源
の
澗
渇
を
う
け
て
、
平
和
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

業
か
ら
の
転
廃
業
労
働
力
の
活
用
と
、
植
民
地
か
ら
の
労
働
力
の
強
制
移
入
が
本
格
化
す
る
に
い
た
る
。

　
こ
れ
を
う
け
て
、
産
報
運
動
で
は
～
九
四
一
年
九
月
間
は
、
「
勤
労
秩
序
確
立
」
が
最
優
先
課
題
と
さ
れ
、
「
部
隊
組
織
一
五
人
組
制
」
が
導

入
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
事
業
場
の
職
制
に
即
応
す
る
形
で
、
段
階
的
に
部
隊
組
織
を
編
成
し
、
各
職
場
の
最
下
部
単
位
と
し
て
五
人
組
を
置
く

も
の
で
（
『
資
料
』
・
二
七
〇
頁
）
、
前
述
し
た
よ
う
に
「
生
活
刷
薪
班
」
に
起
源
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
三
輪
が
「
企
業
体
は
こ
れ
を
喜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ば
」
ず
、
「
本
気
で
こ
れ
を
活
用
す
る
経
営
指
導
者
は
な
い
」
と
回
想
す
る
よ
う
に
、
資
本
家
側
に
と
っ
て
は
決
し
て
好
ま
し
い
方
式
と
は
い

え
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
い
わ
ゆ
る
「
ア
カ
」
攻
撃
が
進
行
す
る
。
一
九
四
一
年
四
月
の
大
政
翼
賛
会
改
組
や
、
同
年
八
月
の
企
画
院
事
件
な
ど
、
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こ
の
時
期
「
ア
カ
」
攻
繋
は
政
府
部
内
を
席
巻
し
、
道
心
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
結
局
、
三
輪
は
残
留
す
る
が
、
菊
川
ら
他
の
国
社
派

は
退
陣
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
岡
年
末
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
が
開
幕
し
、
「
東
亜
薪
秩
序
」
が
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
へ
と
拡
大

し
た
こ
と
は
、
「
ア
カ
」
攻
撃
と
あ
わ
せ
て
、
国
社
派
の
政
治
構
想
の
実
現
性
を
大
き
く
後
退
さ
せ
た
。
か
く
し
て
、
国
社
派
の
関
心
は
、
生

産
力
増
強
と
い
う
一
事
に
周
限
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

第
二
節
　
平
生
－
小
畑
体
制
と
戦
時
経
済
の
進
展

　
一
九
四
一
年
一
一
月
、
湯
沢
が
東
条
内
閣
の
内
務
次
官
（
の
ち
内
務
大
臣
）
に
な
っ
た
の
を
う
け
て
、
小
畑
忠
良
が
、
財
界
主
流
派
の
お
す

河
原
田
稼
畜
を
お
さ
え
、
平
生
の
強
力
な
推
薦
に
よ
り
大
日
本
善
報
理
事
長
に
就
任
す
る
（
『
日
記
』
4
1
・
1
0
・
3
0
、
1
1
・
0
5
）
。
小
畑
は
、
住
友
本

社
か
ら
企
画
院
次
長
に
抜
擢
さ
れ
、
「
金
融
業
者
と
い
ふ
も
の
は
…
…
容
易
に
薪
体
制
の
真
諦
に
悟
達
し
難
い
」
と
い
っ
た
認
識
を
も
つ
「
財

界
修
正
派
」
に
近
い
脳
症
で
あ
っ
た
（
騨
日
記
撫
4
0
・
0
9
・
2
6
）
。
そ
し
て
、
産
金
事
務
局
の
主
軸
は
、
こ
の
「
財
界
修
正
派
」
を
申
心
に
、
国
社
派

と
の
連
携
を
維
持
す
る
形
で
形
成
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
当
時
小
畑
に
と
っ
て
三
輪
は
、
「
よ
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
目
さ
れ
て
い
た
。
事
実
、
『
平
生
釧
三
郎
日
記
嚇
に
は
、
産
報
の
人
事
に
つ
い
て

小
畑
が
コ
応
三
輪
氏
と
も
相
談
の
上
何
と
か
工
夫
を
試
み
ん
」
と
述
べ
て
い
る
記
事
が
あ
る
（
『
日
記
』
4
3
・
0
6
・
0
8
）
。
ま
た
、
一
九
四
二
年
四

月
、
小
畑
理
事
長
の
兼
任
し
て
い
た
業
務
局
長
に
三
輪
が
就
任
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
を
懇
請
し
た
の
は
平
生
で
あ
っ
た
（
『
日
記
』
4
2
・

0
3
・
1
8
）
。
そ
の
さ
い
、
平
生
は
三
輪
に
「
産
着
精
神
の
実
験
（
実
現
？
…
…
3
一
用
者
）
に
寄
与
せ
ら
る
る
こ
と
大
な
り
と
思
ふ
か
ら
ど
う
ぞ
奮
発

努
力
あ
り
た
し
」
と
述
べ
て
い
る
（
魍
日
記
隔
4
2
・
0
5
・
0
6
）
。
さ
ら
に
、
一
九
四
二
年
四
月
の
翼
賛
選
挙
で
は
、
平
生
が
翼
賛
政
治
体
制
協
議
会
の

東
京
支
部
長
と
し
て
、
三
輪
や
河
野
密
を
推
薦
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
結
局
三
輪
は
辞
退
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
さ
い
平
生
は
「
声
涙
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
ほ
ど
の
熱
意
」
で
三
輪
を
口
説
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
河
野
は
「
ア
カ
」
攻
撃
に
よ
り
推
薦
が
取
り
や
め
に
な
る
が
、
平
生
は
支
部
長
職
の

辞
表
を
か
け
て
抗
議
し
、
河
野
に
対
し
て
は
選
挙
資
金
ま
で
提
供
し
て
い
る
（
『
日
記
撫
4
2
・
0
4
・
0
1
、
0
4
・
0
3
、
0
4
・
1
0
）
。
「
平
生
一
小
畑
」
ラ
イ
ン
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と
国
社
派
の
信
頼
関
係
は
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
他
方
、
小
畑
の
理
事
長
就
任
と
相
ま
っ
て
、
　
九
四
一
年
末
、
大
日
本
産
報
の
事
務
局
が
大
幅
に
改
編
さ
れ
る
（
第
一
次
機
構
改
革
）
。
そ
の

結
果
、
中
央
本
部
は
、
総
務
局
と
業
務
局
の
二
局
体
制
と
な
り
、
総
務
局
長
に
は
前
労
務
局
長
の
長
谷
川
透
が
就
任
し
、
業
務
局
長
に
は
、
前

述
し
た
よ
う
に
、
小
畑
理
事
長
に
よ
る
兼
任
の
の
ち
、
三
輪
肉
畜
が
就
任
し
た
。
ま
た
、
こ
の
機
構
改
革
で
、
新
た
に
勤
労
協
議
会
が
産
管
内

に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
、
労
務
管
理
に
資
本
家
の
協
力
を
得
る
た
め
、
全
産
連
の
「
労
務
管
理
専
門
委
員
会
」
な
ど
を
統
合

し
た
も
の
で
（
『
資
料
』
m
・
三
～
五
頁
）
、
中
央
事
務
室
の
室
長
に
は
、
一
九
四
二
年
八
月
ま
で
は
全
盲
連
の
森
田
良
雄
が
就
任
し
、
そ
の
後
、

前
協
調
会
常
務
理
事
の
町
田
辰
次
郎
が
交
代
し
て
い
る
。
斎
会
の
設
置
を
う
け
て
、
廻
報
協
力
委
員
会
は
一
九
四
｝
年
一
二
月
に
解
散
し
、
ま

た
財
界
主
流
派
の
拠
点
で
あ
っ
た
全
産
連
も
、
翌
年
五
月
に
は
解
散
す
る
に
い
た
る
。

　
資
本
家
団
体
の
解
散
は
、
労
働
組
合
の
解
散
と
あ
わ
せ
て
、
「
労
資
一
体
」
の
完
成
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
平
生
ら
が
嘱
望
し
た
こ
と

で
あ
っ
た
。
「
勤
労
協
議
会
」
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
も
、
当
初
は
「
勤
労
管
理
協
議
会
」
で
あ
っ
た
の
を
、
平
生
の
意
向
に
よ
っ
て
「
管
理
」

の
二
字
が
「
資
本
主
義
時
代
の
常
套
語
」
と
し
て
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
『
日
記
扇
4
2
・
0
2
・
0
1
）
。
し
か
し
、
「
ア
カ
」
攻
撃
に
よ
っ
て
、
す
で

に
労
働
側
の
人
脈
が
パ
ー
ジ
さ
れ
た
段
階
で
の
、
か
か
る
財
界
主
流
派
の
吸
収
合
併
は
、
逆
に
「
平
生
－
小
畑
」
ラ
イ
ン
の
権
力
基
盤
を
お
び

や
か
す
も
の
と
も
い
え
た
。
ま
た
、
一
九
四
一
年
一
二
月
、
産
報
の
運
動
に
法
的
基
盤
を
与
え
よ
う
と
し
た
法
制
化
問
題
が
、
「
資
本
家
と
そ

れ
を
支
持
す
る
貴
衆
両
院
議
員
や
内
務
官
僚
の
反
対
」
で
立
ち
消
え
に
な
っ
た
こ
と
も
、
そ
の
立
場
を
不
安
定
に
し
た
。
さ
ら
に
、
｝
九
四
二

年
五
月
に
は
、
大
日
本
言
意
を
含
め
た
諸
団
体
を
、
大
政
翼
賛
会
の
傘
下
に
編
入
す
る
こ
と
が
閣
議
決
定
さ
れ
る
が
、
平
生
は
、
産
量
運
動
が

形
骸
化
す
る
こ
と
を
危
惧
し
極
力
反
対
し
て
い
る
（
『
日
記
』
4
2
・
0
2
・
0
1
）
。
結
局
、
大
日
本
産
報
は
、
そ
の
中
央
機
構
を
温
存
し
た
ま
ま
翼
賛
会

の
下
部
組
織
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
「
産
業
報
国
会
が
大
政
翼
賛
会
の
中
核
と
な
り
て
他
の
国
民
運
動
を
一
＄
卜
す
る
」
こ
と
を
力

説
す
る
平
生
に
対
し
、
「
小
畑
・
三
輪
の
爾
氏
の
外
感
激
を
与
へ
ざ
る
が
如
」
き
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う
（
『
日
記
賑
4
2
・
0
6
・
1
9
）
。

　
こ
の
問
、
一
九
四
二
年
か
ら
四
三
年
に
か
け
て
戦
局
は
守
勢
に
転
じ
、
海
上
輸
送
力
の
低
下
に
よ
る
原
料
不
足
や
、
物
資
需
要
の
増
加
を
う
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け
て
、
経
済
統
制
は
一
段
と
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
政
府
は
一
九
四
三
年
初
頭
に
、
鉄
鋼
・
石
炭
・
軽
金
属
・
造
船
・
航
空
機
の
五
大
重

点
産
業
へ
の
資
源
集
中
を
決
定
し
、
同
年
　
一
月
に
は
、
企
画
院
と
商
工
省
を
廃
止
し
て
軍
需
省
を
設
置
し
、
航
空
機
産
業
へ
の
資
源
集
中
態

勢
を
整
え
る
。
ま
た
、
一
九
三
九
年
七
月
よ
り
開
始
さ
れ
て
い
た
国
民
徴
用
は
全
面
化
し
、
労
働
力
動
員
は
拡
大
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。

　
戦
局
の
悪
化
に
と
も
な
う
生
産
増
強
の
絶
対
的
要
請
は
、
産
報
運
動
に
二
つ
の
効
果
を
も
た
ら
し
た
。
ま
ず
第
一
に
、
国
家
に
よ
る
生
活
保

障
の
余
地
が
著
し
く
減
退
し
た
結
果
、
労
働
力
の
維
持
・
培
養
が
困
難
に
な
り
、
福
利
厚
生
運
動
の
基
盤
が
失
わ
れ
た
。
こ
の
時
期
、
生
活
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

題
を
背
景
に
し
た
労
働
情
勢
の
険
悪
化
は
、
内
務
当
局
に
よ
っ
て
も
危
惧
さ
れ
て
お
り
、
三
菱
経
済
研
究
所
発
行
の
『
本
邦
財
界
情
勢
』
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

そ
れ
を
「
労
働
力
保
全
乃
至
培
養
の
対
策
が
翻
次
的
に
の
み
取
扱
れ
て
い
た
関
係
上
惹
起
し
た
も
の
」
と
観
察
し
て
い
る
。
厚
生
省
も
、
一
九

四
二
年
末
に
は
「
資
材
の
関
係
か
ら
し
て
…
…
低
賃
金
を
福
利
施
設
で
補
ふ
と
い
ふ
こ
と
が
実
際
上
困
難
と
な
っ
て
い
る
」
こ
と
を
認
め
ざ
る

　
　
　
　
　
⑳

を
え
な
か
っ
た
。

　
生
活
保
障
の
後
退
は
、
労
働
者
を
組
織
化
す
る
点
で
致
命
的
で
あ
っ
た
。
産
報
運
動
は
、
「
一
般
の
批
判
の
前
に
立
ち
相
当
苦
慮
せ
る
状
況
」

　
　
⑳

と
な
る
。
前
掲
『
本
邦
財
界
情
勢
』
は
、
産
報
運
動
が
停
滞
す
る
理
由
と
し
て
、
「
労
働
組
合
の
…
…
生
活
に
根
差
し
た
組
織
と
協
同
意
識
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

…
…
解
体
し
去
っ
た
」
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
旧
総
同
盟
の
西
尾
末
広
も
、
一
九
四
三
年
二
月
の
第
八
一
回
衆
議
院
予
算
委
員
会
の
席

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

上
で
、
い
わ
ゆ
る
「
労
働
組
合
復
活
論
」
を
と
な
え
、
平
生
・
小
畑
ら
の
退
陣
を
要
求
し
て
い
る
。
労
働
組
合
の
有
効
性
が
改
め
て
強
調
さ
れ

始
め
た
の
で
あ
る
。

　
他
方
、
生
産
増
強
の
要
請
は
第
二
に
、
生
産
の
国
家
性
と
い
う
側
面
を
き
わ
だ
た
せ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
蒔
期
、
企
業
に
対
す
る
労
働
者

の
経
営
参
加
要
求
が
説
得
力
を
増
す
こ
と
に
な
る
。
西
尾
末
広
は
、
上
記
壮
盛
委
員
会
で
「
生
産
の
責
任
を
…
…
労
務
者
に
分
担
さ
せ
」
る
こ

　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

と
を
主
張
し
、
の
ち
に
生
産
量
の
決
定
に
労
働
者
代
表
が
参
画
す
る
「
決
戦
増
産
協
議
会
」
の
設
置
を
提
唱
す
る
に
い
た
る
。
岡
予
算
委
員
会

で
は
、
さ
ら
に
警
報
を
「
勤
労
組
織
と
企
業
組
織
と
が
表
裏
一
体
と
な
る
」
よ
う
に
改
組
す
る
こ
と
で
、
労
働
者
の
経
営
参
加
を
推
進
す
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
す
る
意
見
が
出
さ
れ
た
ほ
か
、
西
尾
の
「
企
業
徴
用
案
」
や
利
潤
制
限
の
主
張
な
ど
、
企
業
経
営
そ
の
も
の
の
国
家
化
を
要
求
す
る
意
見
が
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産業報国運動の展開（及川）

続
出
し
た
。
生
産
の
国
家
性
と
い
う
論
理
は
、
拙
劣
な
労
務
管
理
に
懸
念
を
抱
く
内
務
省
や
、
急
進
的
な
企
業
国
家
管
理
構
想
を
提
案
す
る
企

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

画
院
や
翼
賛
政
治
会
、
さ
ら
に
は
言
論
界
な
ど
の
動
き
と
相
ま
っ
て
、
企
業
経
営
へ
の
社
会
的
な
圧
力
を
生
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
中
で
、
産
報
は
一
九
四
二
年
一
〇
月
、
「
経
営
責
任
者
陣
頭
指
揮
運
動
」
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
職
場
環
境
に
つ
い
て
、
経
営

責
任
者
自
ら
が
査
察
を
行
っ
た
う
え
で
、
部
隊
組
織
を
と
お
し
て
経
営
改
善
を
行
っ
て
い
く
も
の
で
（
『
次
只
料
』
　
魏
。
＝
エ
ハ
四
百
ハ
）
、
「
一
般
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

評
判
が
良
く
…
…
産
業
人
内
部
か
ら
評
判
の
悪
か
っ
た
運
動
」
と
小
畑
が
い
う
よ
う
に
、
財
界
主
流
派
に
と
っ
て
は
脅
威
で
あ
っ
た
。
平
生
は
、

日
本
経
済
連
盟
会
の
懇
談
会
で
、
「
か
か
る
運
動
を
熾
ん
に
せ
ら
れ
て
は
労
務
者
が
上
役
を
軽
ん
ず
る
恐
あ
れ
ば
注
意
あ
り
た
し
」
と
警
告
さ

れ
て
い
る
（
『
日
記
』
4
2
・
1
0
・
0
8
）
。
こ
の
時
期
の
社
会
的
圧
力
を
考
え
れ
ば
、
こ
う
し
た
財
界
主
流
派
の
危
機
感
に
は
、
そ
れ
な
り
の
根
拠
が
あ

っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
て
、
一
九
四
三
年
　
月
、
産
報
本
部
は
第
二
次
機
構
改
革
で
総
務
局
・
実
践
局
・
企
画
局
の
三
局
体
制
と
な
り
、
総
務
局
長
に
長
谷
川
が

引
き
続
き
就
任
し
た
ほ
か
、
実
践
局
長
に
は
前
勤
労
協
議
会
室
長
の
町
田
が
、
ま
た
企
画
局
長
に
は
前
業
務
局
長
の
三
輪
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
。
学
報
内
に
は
こ
の
こ
ろ
、
「
町
田
派
」
と
「
中
林
派
」
の
存
置
が
存
在
し
対
立
し
て
い
た
と
い
う
が
、
「
町
田
派
」
は
、
町
田
や
高
山
久
蔵

な
ど
、
実
践
局
を
中
心
と
し
た
日
本
主
義
的
な
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
「
中
林
派
」
は
、
会
長
秘
書
で
企
画
局
主
査
の
中
林
貞

男
や
同
局
長
の
三
輪
を
は
じ
め
、
根
上
耕
一
や
穂
積
七
郎
な
ど
、
企
画
局
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
「
産
痴
態
の
人
民
戦
線
派
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
。
三
輪
は
、
産
報
運
動
を
「
企
業
体
」
の
「
旧
慣
、
悪
条
件
、
劣
悪
な
る
環
境
…
…
を
刷
寒
し
革
新
し
よ
う
と
す
る
国
民
運

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

動
」
で
あ
る
と
規
定
し
、
職
場
と
生
活
の
一
体
化
を
通
し
て
、
産
報
運
動
が
「
勤
労
管
理
の
面
を
吸
収
す
る
や
う
に
な
る
べ
き
だ
」
と
主
張
し

　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

て
い
る
。
そ
れ
は
、
国
民
運
動
を
通
し
て
職
制
と
驚
喜
組
織
と
を
一
体
化
し
、
経
営
の
国
家
化
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

ま
た
、
中
林
主
査
を
中
心
に
、
一
九
四
三
年
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
極
秘
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
れ
を
も
と
に
「
挺
身
員
制
度
」
が
構
想
さ
れ

　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

る
が
、
こ
れ
も
ぞ
う
し
た
国
昆
運
動
の
活
性
化
を
企
図
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
生
産
の
国
家
性
が
こ
の
時
期
強
調
さ
れ
た
こ
と
で
、
官
・
資
・
労
を
縦
断
し
て
形
成
さ
れ
て
い
た
提
携
関
係
は
、
再
び
流
動
化
す
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る
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
、
前
述
し
た
企
画
院
の
企
業
国
家
管
理
構
想
に
対
し
て
、
「
財
界
修
正
派
」
の
重
要
産
業
協
議
会
が
危
機
感
を
抱
き
、

商
工
省
と
連
携
し
つ
つ
、
利
潤
追
求
の
正
当
性
を
強
調
す
る
に
い
た
る
。
も
と
よ
り
、
「
財
界
修
正
派
し
の
公
益
優
先
の
立
場
は
、
公
益
と
利

潤
追
求
と
が
合
致
す
る
限
り
で
の
も
の
で
あ
り
、
公
益
が
私
益
に
抵
触
す
る
に
い
た
れ
ば
、
後
者
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
を
い
と
わ
な
い
も
の
で

あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
「
財
界
修
正
派
」
は
そ
の
「
革
断
性
」
を
後
退
さ
せ
、
企
業
論
理
が
優
先
さ
れ
て
い
く
な
か
、
商
工
省
と
「
財
界
修
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

派
」
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
の
も
と
で
、
軍
需
省
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
軍
需
省
の
設
置
に
と
も
な
い
、
行
政
機
構
の
簡
素
化
が
推
進
さ
れ
る
が
、
産
報
事
務
局
で
は
根
上
耕
…
企
画
局
主
査
に
よ
り
、
大
幅

な
人
員
削
減
と
航
空
機
産
業
へ
の
転
職
を
趣
旨
と
す
る
難
事
刷
新
方
策
案
し
が
発
案
さ
袖
小
畑
理
嚢
に
よ
・
て
大
肇
賛
会
に
提
出
さ

れ
た
（
『
資
料
』
魏
・
四
四
〇
頁
）
。
こ
れ
に
よ
り
、
労
働
科
学
研
究
所
の
職
員
な
ど
が
削
減
の
対
象
と
さ
れ
る
が
、
三
輪
・
長
谷
川
・
中
林
ら
他

の
幹
部
は
、
同
案
に
批
判
的
で
あ
っ
た
と
い
う
（
『
日
記
臨
昭
・
1
0
・
0
4
、
1
0
・
0
6
、
1
0
・
0
9
）
。

　
か
く
し
て
、
労
働
科
学
研
究
所
な
ど
の
担
う
労
働
力
維
持
・
培
養
機
能
が
軽
視
さ
れ
、
企
画
局
を
中
心
と
し
た
産
報
主
流
派
内
部
に
亀
裂
が

生
じ
る
な
か
で
、
工
場
に
は
軍
需
会
社
法
に
よ
り
上
司
へ
の
服
従
を
絶
対
化
し
た
軍
隊
的
な
労
務
管
理
体
制
が
し
か
れ
て
い
く
。
国
家
に
よ
る

生
活
保
障
が
事
実
上
放
棄
さ
れ
る
申
で
の
か
か
る
労
働
強
化
は
、
「
職
場
」
と
「
家
庭
」
を
再
び
分
断
し
、
「
国
家
社
会
主
義
的
な
労
資
｝
体

論
」
に
終
止
符
を
う
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
平
生
や
小
畑
は
、
工
場
が
労
働
者
の
生
活
と
不
可
分
で
あ
り
、
兵
営
と
異
な
る
こ
と
を
力
説
し
て
、

こ
の
動
向
に
反
対
し
て
い
る
（
『
日
記
駈
4
4
・
0
3
・
0
2
、
0
3
・
0
6
）
。
し
か
し
、
結
局
～
九
四
四
年
九
月
、
平
生
・
小
畑
体
制
は
退
陣
し
、
鈴
木
貞
一

（
前
企
画
院
総
裁
・
陸
軍
中
将
）
・
柏
原
兵
太
郎
（
前
面
逓
省
自
動
車
周
長
）
に
よ
る
薪
体
制
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
①
糊
協
調
会
史
臨
（
h
財
団
法
人
協
調
会
」
三
和
会
、
…
九
六
五
）
、
…
〇
六
頁
。
　
　
義
経
済
論
と
統
制
経
済
面
」
（
騨
シ
リ
ー
ズ
日
本
近
現
代
史
3
現
代
社
会
へ
の
転

　
②
氏
原
正
治
郎
・
萩
原
進
「
産
業
報
国
運
動
の
背
景
扁
（
前
掲
）
、
二
〇
九
頁
。
　
　
　
形
阯
岩
波
書
店
、
一
九
九
葺
を
参
照
し
た
。
そ
の
他
、
長
島
修
『
日
本
戦
時
鉄

　
③
日
鉄
産
報
に
つ
い
て
は
、
荒
川
章
二
「
戦
時
下
の
労
働
者
統
合
」
（
前
掲
）
参
　
　
鋼
統
制
成
立
史
協
（
法
律
文
化
社
、
一
九
八
六
）
第
五
章
、
岡
崎
哲
二
・
菅
山
真

　
　
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
・
葱
沢
保
・
米
倉
誠
「
郎
『
戦
後
日
本
経
済
と
経
済
飼
友
会
臨
（
岩
波
書
店
、

　
④
以
上
、
「
財
界
修
正
派
し
に
つ
い
て
は
、
宮
島
英
昭
「
戦
時
経
済
下
の
自
由
主
　
　
｝
九
九
六
）
第
1
帝
丁
－
ユ
「
企
業
民
主
化
」
（
菅
山
莫
次
執
筆
）
な
ど
が
参
考
に
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な
る
。

⑤
門
労
働
統
制
上
の
諸
問
題
（
下
）
」
（
隅
帝
国
大
学
新
聞
臨
、
七
七
九
号
、
一
九
三

　
九
・
九
・
二
五
）
。

⑥
丸
山
真
男
の
日
独
比
較
の
要
点
が
、
こ
う
し
た
厚
生
運
動
の
有
無
で
あ
っ
た
こ

　
と
は
注
目
さ
れ
る
（
前
掲
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
思
想
と
運
動
」
、
五
六
頁
）
。

⑦
「
臨
戦
下
の
労
務
対
策
と
厚
挑
問
題
」
（
『
政
界
往
来
輪
　
㎜
九
四
一
・
｝
一
）
、

　
九
四
頁
。

⑧
坂
本
勝
『
新
世
界
観
の
構
想
』
（
栗
田
書
店
、
一
九
四
一
）
、
二
〇
四
頁
。

⑨
菊
川
忠
雄
欄
産
業
報
国
読
本
』
（
酒
井
書
店
、
一
九
四
一
）
、
二
三
九
頁
よ
り
要

　
約
。

⑩
担
当
の
一
人
が
菊
川
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
岡
右
、
一
九
七
頁
参
照
。

⑪
　
　
凹
鉄
の
光
』
八
号
（
一
九
三
九
・
一
二
）
、
二
三
頁
、
M
F
・
リ
ー
ル
鵬
。

⑫
『
状
況
隔
（
一
九
四
一
年
版
）
、
六
四
〇
頁
。

⑬
座
談
会
「
新
国
民
生
活
体
制
と
潭
生
運
動
」
（
『
厚
焦
の
日
本
』
一
丁
一
〇
、
｝

　
九
四
〇
・
一
〇
）
、
六
四
頁
。
な
お
、
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
高
岡
裕
之
氏
よ

　
り
ご
好
誼
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
あ
ら
た
め
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

⑭
『
全
国
濠
業
団
体
連
合
会
会
報
』
二
八
号
（
一
九
四
〇
・
五
・
二
七
）
、
M

　
F
・
リ
ー
ル
9
。

⑮
深
川
正
夫
「
産
業
報
国
の
精
神
」
（
明
文
芸
春
秋
臨
～
九
⊥
二
、
一
九
四
一
・

　
｝
二
）
、
九
四
～
五
頁
。

⑯
同
右
噸
産
業
報
国
と
そ
の
実
践
』
（
青
梧
堂
、
…
九
四
二
）
、
＝
工
五
頁
。

⑰
「
立
代
の
波
に
乗
る
労
働
厚
生
運
動
」
（
『
労
働
臨
三
二
三
号
、
五
頁
、
…
九
三

　
八
・
六
・
一
）
。

⑱
門
夜
業
と
家
庭
生
活
扁
（
『
労
働
日
三
＝
募
、
一
九
ヨ
七
・
七
二
、
五
頁
、

　
隅
日
本
女
性
運
動
資
料
集
成
6
臨
不
二
出
版
、
一
九
九
四
、
二
三
八
頁
所
収
）
。

⑲
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
佐
口
和
郎
「
産
業
報
国
会
の
理
念
と
組
織
（
2
と

　
（
前
掲
）
参
照
。
ま
た
戦
後
の
「
家
族
賃
金
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
安

　
川
悦
子
門
日
本
型
企
業
社
会
と
家
族
問
題
」
（
総
合
女
性
史
研
究
会
編
『
日
本
女

　
性
史
論
集
3
　
家
と
女
性
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
）
参
照
。

⑳
三
輪
寿
壮
「
新
体
制
と
国
民
生
活
」
（
蒲
掲
）
、
三
八
頁
。

⑳
「
産
業
報
国
運
動
論
」
（
岬
経
済
毎
日
撫
、
皿
九
四
三
年
一
〇
月
＝
日
）
、
ヨ
一

　
頁
。

⑫
　
　
「
婦
入
部
設
澱
に
就
い
て
」
（
『
産
業
報
国
新
聞
』
二
号
・
二
頁
）
、
「
議
報
の
四

　
女
性
を
囲
ん
で
鳳
（
前
掲
隅
日
本
女
性
運
動
資
料
集
成
6
撫
四
七
三
頁
）
な
ど
。

⑳
塩
田
咲
子
「
戦
時
統
制
経
済
下
の
中
小
商
工
業
者
」
（
中
村
政
則
編
『
体
系
・

　
日
本
現
代
史
4
　
戦
争
と
国
家
独
占
資
本
主
義
』
日
本
評
論
社
、
【
九
七
九
）
、

　
西
成
田
豊
「
労
働
力
動
員
と
労
働
改
革
」
（
前
掲
）
、
大
門
正
克
・
柳
沢
遊
「
戦
時

　
労
働
力
の
給
源
と
動
員
恥
（
咽
土
地
制
度
史
学
隔
　
｛
五
一
号
、
｛
九
九
六
）
な
ど
を

　
参
照
。

⑳
門
門
業
報
国
運
動
論
」
（
前
掲
）
、
一
〇
頁
。

⑳
　
塩
田
咲
子
「
産
業
報
国
運
動
の
実
態
と
機
能
」
（
前
掲
）
、
一
七
三
頁
。

⑳
　
　
『
三
輪
寿
壮
の
四
聖
』
（
三
輪
寿
壮
伝
記
刊
行
会
、
一
九
六
六
）
、
四
一
七
頁
。

⑳
　
以
下
、
大
B
本
産
報
事
務
局
の
人
事
関
係
に
つ
い
て
は
『
資
料
』
（
付
表
1
）

　
参
照
。

⑱
　
桜
林
誠
「
日
本
の
労
資
関
係
（
n
ご
（
前
掲
）
、
六
〇
頁
。
法
制
化
問
題
に
つ
い

　
て
は
安
田
浩
「
官
僚
と
労
働
者
問
題
」
（
前
掲
）
参
照
。

⑳
咽
状
況
』
（
一
九
四
二
年
版
）
、
四
〇
九
頁
。

⑳
　
　
『
本
川
邦
財
田
介
舘
桐
勢
』
　
｝
七
｝
二
m
万
（
一
九
四
三
年
一
月
）
、
　
二
山
ハ
頁
。

⑳
　
　
「
工
場
、
鉱
山
労
務
者
最
高
初
給
賃
金
引
上
問
題
の
経
過
」
（
『
厚
生
次
官
在
勤

　
記
録
（
七
）
臨
　
・
一
二
）
、
M
F
・
リ
ー
ル
9
0
。

⑫
注
⑳
と
同
じ
。

⑳
　
　
明
本
邦
財
界
情
勢
臨
（
前
掲
）
、
二
七
頁
。
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⑭
　
　
㎎
第
八
一
圃
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
撫
（
第
一
類
第
一
号
、
　
一
九
四
三

　
年
二
月
）
　
一
四
六
頁
。

⑯
　
岡
右
、
一
四
七
頁
。

⑯
　
　
『
第
八
四
回
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
臨
（
第
六
類
第
三
号
、
一
九
四
四

　
年
一
月
）
、
七
〇
頁
。
こ
の
案
に
つ
い
て
は
、
高
橋
彦
博
「
戦
時
体
制
下
の
社
会

　
民
主
主
義
者
」
（
魍
社
会
労
働
研
究
偏
二
六
1
…
、
一
九
七
九
）
、
七
九
頁
参
照
。

　
ま
た
、
戦
後
に
お
け
る
経
済
同
友
会
（
「
財
界
修
正
派
」
）
と
従
業
員
組
合
（
右

　
派
）
の
経
営
整
姿
を
め
ぐ
る
連
携
に
つ
い
て
は
、
岡
崎
哲
二
・
菅
山
真
次
・
藪
沢

　
保
・
米
倉
誠
　
郎
『
戦
後
日
本
経
済
と
経
済
同
友
会
魅
（
前
掲
）
第
1
章
・
ユ
・

　
（
4
）
参
照
。

⑳
　
　
『
第
八
一
園
帝
国
議
会
衆
議
院
委
員
会
議
録
』
（
第
六
類
第
一
〇
号
）
、
一
五
〇

　
頁
、
水
谷
長
　
二
郎
の
項
自
。

⑳
　
注
⑭
と
岡
じ
。

⑳
注
⑲
と
同
じ
。

⑩
　
宮
島
英
昭
門
戦
時
経
済
下
の
自
由
童
義
経
済
論
と
統
麟
経
済
論
」
（
前
掲
）
、
三

　
三
　
～
三
三
二
頁
参
照
。

⑪
　
桜
林
誠
『
魔
業
報
国
会
の
紐
織
と
機
能
』
（
前
掲
）
、
五
六
頁
。

⑫
　
以
下
、
「
町
田
派
」
と
「
中
林
派
」
に
つ
い
て
は
、
桜
林
誠
門
日
本
の
労
資
関

　
係
（
H
と
（
前
掲
）
、
五
〇
頁
に
よ
る
。

⑬
「
巌
業
報
国
運
動
論
」
（
前
掲
）
、
＝
貢
。

⑭
「
日
本
的
勤
労
影
野
扁
（
『
同
盟
世
界
週
報
』
二
四
－
五
〇
、
一
九
四
三
二

　
一
丁
　
一
）
、
八
頁
。

⑮
　
通
説
的
に
は
、
職
制
と
の
｝
体
化
は
、
産
報
の
独
自
姓
を
う
ば
い
、
形
骸
化
を

　
促
進
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
反
論
と
し
て
は
、
佐
田
和
郎
『
日
本

　
に
お
け
る
産
業
民
主
主
義
の
前
提
』
（
前
掲
）
…
三
三
頁
が
あ
り
、
筆
者
も
同
意

　
見
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
安
田
浩
「
官
僚
と
労
働
者
問
題
」
（
前

　
掲
）
三
五
五
頁
も
参
照
。

⑯
　
桜
林
誠
「
日
本
の
労
資
関
係
（
H
）
」
（
前
掲
）
、
六
四
頁
。

⑰
中
林
貞
男
「
統
率
組
織
と
国
民
運
動
」
（
噌
日
本
評
論
』
一
九
四
四
・
四
）
、
五

　
二
頁
。

⑱
〉
以
上
、
宮
島
英
昭
「
戦
時
経
済
下
の
自
・
田
主
義
経
済
論
と
統
制
経
済
論
し
（
前

　
掲
）
、
三
三
四
頁
参
照
。

⑲
隅
資
料
』
（
解
題
）
、
五
七
九
頁
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
以
上
、
「
職
場
し
を
こ
え
て
生
活
領
域
（
「
家
庭
」
）
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
業
報
運
動
の
、
固
有
の
位
相
を
確
認
し
た
。
そ
れ
は
、
労
働
者
の
動

向
と
密
接
に
関
係
し
、
財
界
か
ら
の
抵
抗
を
喚
起
す
る
に
足
る
だ
け
の
、
無
視
し
え
な
い
動
き
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し

た
産
報
運
動
の
展
開
を
契
機
に
、
労
働
界
で
は
国
社
派
と
右
派
の
対
立
が
顕
在
化
し
、
財
界
に
お
け
る
修
正
派
と
主
流
派
の
関
係
や
、
官
界
に

お
け
る
企
画
院
・
商
工
省
・
内
務
省
、
さ
ら
に
は
協
調
会
な
ど
と
の
関
係
に
連
動
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
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国
社
派
と
右
派
の
関
係
に
筆
者
が
こ
だ
わ
る
の
は
、
そ
れ
が
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
「
近
代
」
そ
の
も
の
と
の
関
係
を
示
唆
す
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
戦
時
下
に
あ
っ
て
、
同
じ
く
戦
争
協
力
に
徹
し
な
が
ら
、
「
国
家
社
会
主
義
」
的
な
路
線
と
「
自
由
主
義
」
的
な
路
線
と

は
、
た
し
か
に
異
質
で
あ
っ
た
。
両
者
の
関
係
を
い
か
に
考
え
る
べ
き
か
。
筆
者
の
関
心
は
、
こ
う
し
た
点
に
あ
る
。

　
そ
の
点
で
、
本
稿
が
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
そ
れ
が
決
し
て
「
一
体
」
か
「
協
調
」
か
と
い
っ
た
、
労
資
の
平
面
的
な
関
係
に
還
元
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
は
な
く
、
労
働
者
の
生
活
問
題
を
「
国
家
」
が
担
当
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
「
家
庭
」
が
担
当
す
る
の
か
と
い
っ
た
、
よ
り
重
層

的
な
問
題
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
国
家
」
か
「
家
庭
偏
か
と
い
う
二
者
択
　
の
陥
穽
は
、
女
性
史
の
分
野
で
は
、
す
で
に
な
じ
み
の
深
い
も
の
で
あ
る
。

戦
時
下
、
女
性
運
動
家
た
ち
は
、
「
家
庭
」
か
ら
女
性
を
解
放
す
る
契
機
と
し
て
国
策
を
積
極
的
に
支
持
し
た
。
国
社
派
を
追
う
本
稿
は
、
戦

前
の
女
性
運
動
家
の
戦
争
責
任
を
追
求
す
る
諸
研
究
と
視
点
を
共
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
決
し
て
、
「
自
由
主
義
」
的
な
右
派
の
路

線
を
肯
定
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
右
派
が
財
界
主
流
派
と
共
有
し
た
「
家
庭
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
戦
後
再
生
産
さ
れ
、
今

日
に
い
た
る
ま
で
そ
の
抑
圧
性
を
強
く
保
持
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
改
め
て
確
認
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
一
方
を
批
判
す
る

こ
と
が
、
他
方
へ
の
肯
定
を
帰
結
す
る
よ
う
な
立
論
は
避
け
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ
こ
で
は
、
双
方
の
ち
が
い
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
、
右
派
の

戦
前
戦
後
を
通
じ
た
動
向
を
今
後
の
課
題
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
で
、
筆
を
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
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The　Development　of　the　Sangy6　floleobu　Und6

（The　lndustrial　Movement　to　Serve　the　State）

State　Socialism　and　the　Wartime　Control　of　Living　Conditions

by

OIKAWA　Eiji’ro

　　The　Sangy6　Holeoku　Und6　started　in　1938　during　the　Sino－Japanese　War．　At

first，　the　Weifare　Ministry　permitted　the　existence　of　labor　unions，　but　as　the　war

continued，　it　came　to　disaprove　of　them．　The　cause　of　this　change　in　policy　was

that　state　control　was　enforced　not　only　on　the　workshops　but　also　on　the　peopie’s

living　conditioRs，　i．　e．　the　home．　State　control　of　living　conditions　is　incompatibie

with　the　premise　of　tke　labor　union．

　　State　control　of　the　people’s　living　conditions　led　to　a　conflict　among　ofucialdom，

business　aBd　｝abor　regarding　two　1ines　of　policy　concerning　the　Sangyo“　Hokoku

Und6：　the　“State　Socialism”　line　and　the　“Liberal”　1ine．　The　State　Socialism　｝ine

tried　to　unite　the　workshops　and　hoine　in　service　of　the　state　through　the　Fuburi

K6sei　Und6　（Public　Welfare　Movement）　which　spoRsored　cooperative　and

recreational　activities．　On　the　other　hand，　the　Liberal　line　attempted　to　maintain

the　autonomy　of　both　the　workshop　and　the　home，　which　considered　the　division

of　the　role　between　men　and　women　to　be　fixed．　Of　these　two　lines，　former　was

more　cooperative　with　the　war　effort，　but　its　view　of　womanhood　in　home　was

less　discriminatory．　However，　as　the　war　situation　worsened，　the　conflict

between　the　two　Knes　disappeared，　and　the　state　of　affairs　tumed　toward　the

postwar．
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